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呪
ひ
男
・
安
居
院
法
印
・
鉄
輪
・
陰
陽
師
・
僧
・

山
伏 

 

一
． 

は
じ
め
に 

― 

狂
言
「
呪
ひ
男
」
の
安
居
院
法
印 

 

以
下
は
、
能
「
鉄
輪
」
を
狂
言
化
し
た
、
大
蔵
流
八
右
衛
門
派
に
番
外
と
し
て
伝
わ
る
狂

言
、
「
呪
ひ
男
」
（
注
一
・
注
二
）
の
冒
頭
で
あ
る
。
シ
テ
は
鬼
女
。
ア
ド
は
男
と
法
印
。 

 

 

近
頃
な
ぜ
か
夢
見
が
悪
い
。
男
は
、
「
占
か
た
（
注
三
）
を
も
見
て
貰
ひ
ま
し
て
。
若
し

悪
い
事
も
見
え
ま
せ
う
は
。
加
持
を
も
頼
上
げ
ま
し
た
う
存
じ
て
」
、
か
ね
て
か
ら
の
知
り

合
い
で
あ
る
安
居
院
法
印
の
も
と
へ
相
談
に
行
く
。
法
印
は
、
夢
は
は
か
な
い
も
の
ゆ
え
心

に
掛
け
る
な
と
言
う
が
、
男
は
気
に
な
っ
て
仕
方
が
な
く
、
是
非
に
と
法
印
に
占
か
た
を
頼

み
込
む
。 

 

法
印
は
、
「
先
づ
手
占
（
注
四
）
を
置
い
て
見
よ
う
。
」
と
、
「
た
ん
ち
や
う
け
ん

く
。
」

（
注
五
）
と
い
う
章
句
を
唱
え
る
。
そ
し
て
占
い
を
終
え
て
、
「
ふ
う
。
」
と
、
深
く
、
た

め
息
を
つ
く
。 

  

さ
て
、
夢
見
の
悪
い
男
が
駆
け
込
ん
だ
先
の
法
師
、
「
手
占
」
な
る
占
い
を
行
な
う
安
居

院
法
印
と
は
一
体
誰
か
。 

狂
言
「
呪
ひ
男
」
に
登
場
す
る
「
安
居
院(

あ
ぐ
い)

法
印
」
は
、
澄
憲
（
一
一
二
六-

一
二

○
三
）
そ
の
人
を
モ
デ
ル
と
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
澄
憲
は
、
『
日
本
古
典
文
学
大
事
典
簡

約
版
』
に
「
平
安
時
代
の
唱
導
家
。
安
居
院
法
印
。
藤
原
通
憲
（
信
西
）
の
七
男
。
」
と
の

紹
介
が
あ
る
。
同
辞
典
に
よ
れ
ば
、
「
早
く
か
ら
弁
才
を
も
っ
て
知
ら
れ
」
、
「
寿
永
二
年

に
法
印
と
な
っ
た
が
、
程
な
く
一
条
の
安
居
院
に
退
去
し
て
老
体
の
身
で
結
婚
し
、
説
法
を

も
っ
て
道
俗
の
教
化
に
努
め
た
」
。
「
そ
の
説
教
の
流
れ
は
安
居
院
（
あ
ぐ
い
）
流
と
称
さ

れ
て
子
の
聖
覚
か
ら
孫
の
隆
承
へ
と
継
承
さ
れ
大
い
に
栄
え
た
」
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
ま

た
「
承
安
四
年
（
一
一
七
四
）
五
月
最
勝
講
の
論
議
に
列
し
祈
雨
の
功
で
権
大
僧
都
に
任
ぜ

ら
れ
た
こ
と
は
『
源
平
盛
衰
記
』
で
名
高
い
」
と
い
う
、
加
持
祈
祷
僧
で
も
あ
っ
た
。
『
日

本
古
典
文
学
大
事
典
簡
約
版
』
の
情
報
を
整
理
す
る
と
、
安
居
院
法
印
は
、
次
に
挙
げ
る
特

徴
を
持
つ
人
物
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

  

①
京
都
の
一
条
に
あ
っ
た
安
居
院
に
住
ん
で
妻
帯
者
で
あ
る
点
。 

 

②
九
条
兼
実
を
し
て
「
天
下
の
人
の
有
様
、
人
民
の
愁
歎
等
悉
く
演
説
す
」
（
『
玉
葉
』

建
久
二
年
閏
十
二
月
三
日
条
）
と
称
せ
ら
れ
た
と
い
う
、
弁
才
に
優
れ
道
俗
の
教
化
に

熱
心
な
唱
導
家
で
あ
っ
た
点
。
奈
良
坂
で
強
盗
を
発
心
さ
せ
た
話
や
講
座
の
故
実
を
熟

知
し
て
い
た
と
い
う
話
も
残
っ
て
い
る
。 

 

③
『
源
平
盛
衰
記
』
に
登
場
す
る
ほ
ど
に
、
加
持
祈
祷
僧
と
し
て
も
有
名
で
あ
っ
た
点
。 

 

な
お
、
澄
憲
の
子
聖
覚
（
一
一
六
七-

一
二
三
五
）
も
「
安
居
院
法
印
」
と
号
し
た
。
『
日

本
古
典
文
学
大
事
典
簡
約
版
』
に
よ
れ
ば
、
聖
覚
は
「
鎌
倉
時
代
の
唱
導
家
」
で
あ
り
、
「
父

の
業
を
受
け
、
安
居
院
流
唱
導
を
大
成
し
」
、
藤
原
定
家
を
し
て
「
濁
世
の
富
楼
那
」
（
『
明

月
記
』
文
暦
元
年
二
月
二
十
日
条
）
と
称
せ
し
め
た
。 

同
辞
典
に
さ
ら
に
よ
れ
ば
、
「
謡
曲
の
『
源
氏
供
養
』
や
浄
瑠
璃
の
『
源
氏
供
養
』
に
も
、

説
話
化
さ
れ
た
聖
覚
法
印
が
登
場
す
る
」
と
い
う
。
そ
の
理
由
は
、
「
『
源
氏
物
語
』
の
各

巻
名
を
流
麗
な
仮
名
文
に
よ
み
入
れ
た
『
源
氏
表
白
』
（
『
湖
月
抄
』
付
載
）
は
、
こ
れ
を

物
語
化
し
た
御
伽
草
子
『
源
氏
供
養
草
子
』
に
聖
覚
法
印
作
と
す
る
」
故
で
あ
ろ
う
。 

聖
覚
を
狂
言
「
呪
ひ
男
」
に
登
場
す
る
「
安
居
院
法
印
」
の
モ
デ
ル
だ
と
わ
た
く
し
が
考

え
な
い
理
由
は
、
父
澄
憲
が
加
持
祈
祷
僧
と
し
て
高
名
で
あ
っ
た
こ
と
に
対
し
て
、
聖
覚
の

事
績
に
加
持
祈
祷
僧
と
し
て
の
目
覚
ま
し
い
活
躍
を
観
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
点
で
あ
る
。

「
呪
ひ
男
」
の
「
安
居
院
法
印
」
に
は
、
加
持
祈
祷
の
場
面
が
登
場
す
る
の
で
、
法
印
の
モ

デ
ル
に
は
、
加
持
祈
祷
僧
と
し
て
高
名
で
あ
っ
た
澄
憲
を
考
え
る
方
が
適
当
と
判
断
す
る
。 

し
か
し
、
な
に
し
ろ
昔
の
こ
と
、
こ
の
狂
言
作
者
が
、
澄
憲
と
聖
覚
を
「
安
居
院
法
印
」

と
し
て
、
同
一
人
物
視
し
て
い
た
可
能
性
も
否
定
は
で
き
な
い
。
と
も
あ
れ
、
こ
の
狂
言
に



お
け
る
法
師
「
安
居
院
法
印
」
は
、
京
都
一
条
に
住
み
、
弁
才
に
優
れ
、
道
俗
の
教
化
に
熱

心
な
唱
導
家
で
あ
り
、
加
持
祈
祷
僧
と
し
て
高
名
で
あ
っ
た
者
、
と
考
え
れ
ば
足
り
よ
う
。 

 

二
． 

法
印
の
た
め
息 

 

「
呪
ひ
男
」
の
続
き
で
あ
る
。 

  

「
先
づ
手
占
を
見
る
に
。
そ
な
た
は
い
か
う
女
の
恨
み
が
あ
る
と
あ
る
。
」
、
こ
れ
が
手

占
を
し
た
法
印
の
開
口
一
番
の
台
詞
で
あ
る
。
男
の
受
け
答
え
も
、
狂
言
的
で
滑
稽
で
あ
る
。

「
は
あ
そ
れ
は
気
の
毒
ぢ
や
。
私
は
さ
や
う
の
覚
え
も
御
座
り
ま
せ
ぬ
が
。
」 

 

法
印
は
、
男
に
幼
馴
染
の
内
儀
が
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
、
男
に
尋
ね
る
と
、
「
さ
れ
ば

そ
の
女
共
は
。
こ
な
た
に
も
色
々
御
祈
祷
な
ど
頼
み
ま
し
た
れ
ど
も
。
叶
ひ
ま
せ
い
で
。
終

に
相
果
て
ま
し
た
。
」
と
の
答
え
。
法
印
は
「
ふ
う
。
」
と
深
く
た
め
息
を
つ
く
。 

  

法
印
の
祈
祷
は
叶
わ
ず
、
男
の
内
儀
は
既
に
死
亡
し
て
い
て
い
た
。
こ
れ
は
何
と
し
た
こ

と
か
。
実
在
の
澄
憲
は
祈
雨
の
功
で
権
大
僧
都
に
任
ぜ
ら
れ
た
ほ
ど
の
、
加
持
祈
祷
僧
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
男
の
内
儀
は
祈
祷
の
甲
斐
な
く
死
ん
で
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

こ
こ
で
、
狂
言
の
滑
稽
的
要
素
を
思
い
出
そ
う
。
『
冨
山
房
百
科
文
庫
狂
言
三
百
番
集
上
』

巻
頭
の
解
説
に
、
「
九 

滑
稽
的
要
素
」
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
僧
侶
と
山
伏
に
関
す
る
滑

稽
的
要
素
の
典
型
が
的
確
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。 

  

僧
侶
と
山
伏
と
は
、
固
よ
り
人
を
教
え
導
き
或
は
祈
祷
に
よ
つ
て
法
力
を
示
す
宗
教
家
な

の
で
あ
る
が
、
狂
言
に
登
場
す
る
僧
侶
お
よ
び
山
伏
は
、
何
れ
も
偽
善
・
強
欲
・
無
学
・
臆

病
・
頑
冥
・
好
色
な
ど
の
闕
点
を
具
へ
、
そ
れ
の
暴
露
に
よ
つ
て
嘲
笑
の
材
料
と
な
っ
て
居

る
。 

  

ま
た
佐
竹
昭
広
は
、
「
嘲
笑
の
呪
文
」
（
注
六
）
の
中
で
、
中
世
の
山
伏
狂
言
の
ほ
ぼ
一

貫
し
た
テ
ー
マ
を
以
下
の
様
に
指
摘
し
て
い
る
。 

  

他
に
対
す
る
祈
祷
と
、
自
己
に
対
す
る
通
力
の
発
動
と
は
互
い
に
表
裏
の
関
係
に
あ
る
。

祈
祷
に
失
敗
し
、
通
力
を
う
し
な
う
、
い
ず
れ
に
し
て
も
そ
れ
は
通
力
自
在
を
誇
号
し
た
山

伏
が
、
じ
つ
は
通
力
不
自
在
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
し
か
な
い
。
中
世
の
山
伏
狂
言
は
、
原

「
柿
山
伏
」
の
よ
う
な
作
品
を
も
ふ
く
め
て
、
山
伏
の
通
力
の
不
自
在
性
と
そ
れ
に
基
因
す

る
失
敗
を
、
ほ
ぼ
一
貫
し
た
テ
ー
マ
と
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
か
ん
が
え
る
。 

  

佐
竹
の
指
摘
は
、
「
呪
ひ
男
」
の
僧
侶
で
あ
る
法
印
に
も
適
用
さ
れ
る
。
「
安
居
院
法
印
」

と
い
う
実
在
の
高
名
な
る
加
持
祈
祷
僧
の
名
を
負
わ
さ
れ
た
法
印
は
、
男
の
内
儀
へ
の
祈
祷

の
無
力
が
暴
露
さ
れ
、
自
ら
の
通
力
の
不
自
在
性
と
直
面
し
て
、
「
ふ
う
。
」
と
た
め
息
を

つ
く
。 

こ
の
狂
言
の
上
演
の
実
際
が
分
か
ら
な
い
以
上
、
想
像
の
域
を
出
る
こ
と
は
な
い
が
、
法

印
の
「
ふ
う
。
」
は
、
思
い
入
れ
た
っ
ぷ
り
の
演
技
が
な
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
当

時
の
見
物
人
は
、
祈
祷
の
無
力
の
暴
露
と
、
法
印
が
通
力
の
不
自
在
性
に
直
面
し
て
途
方
に

暮
れ
た
よ
う
に
た
め
息
を
つ
く
こ
と
に
対
し
て
、
さ
ら
に
言
え
ば
法
印
の
権
威
の
失
墜
に
対

し
て
滑
稽
的
要
素
を
見
出
だ
し
、
笑
い
崩
れ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。 

 

ま
た
も
う
一
人
の
ア
ド
で
あ
る
「
男
」
も
、
十
分
に
滑
稽
的
要
素
を
帯
び
て
い
る
。
法
印

の
祈
祷
が
無
力
で
あ
っ
た
た
め
に
、
自
分
の
内
儀
が
死
ん
で
し
ま
っ
た
の
に
、
ま
た
も
や
懲

り
ず
に
、
法
印
に
加
持
を
頼
ん
で
い
る
の
で
あ
る
か
ら
。
女
の
恨
み
を
買
っ
て
い
る
と
指
摘

さ
れ
て
も
、
他
人
事
の
よ
う
に
暢
気
に
「
は
あ
そ
れ
は
気
の
毒
ぢ
や
。
」
と
言
う
な
ど
、
ぼ

ん
や
り
し
た
人
物
像
は
、
激
し
く
嘲
笑
さ
れ
、
し
か
し
そ
の
一
方
、
深
く
愛
さ
れ
も
し
た
の

で
は
な
か
っ
た
か
。
内
儀
の
死
亡
と
い
う
悲
劇
的
な
話
題
も
、
こ
の
二
人
の
間
で
交
わ
さ
れ

る
と
、
滑
稽
の
対
象
と
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。 

 

三
． 

有
世
の
面
影 

 

「
呪
ひ
男
」
の
続
き
で
あ
る
。 

 
法
印
は
、
そ
の
後
、
後
づ
れ
で
も
迎
へ
た
か
、
と
男
に
尋
ね
る
。
男
は
、
人
様
に
は
お
知

ら
せ
し
な
か
っ
た
が
、
代
わ
り
の
女
を
迎
え
た
と
答
え
る
。
法
印
は
、
「
そ
れ

く
。
そ
の

や
う
な
事
で
。
先
の
お
内
儀
の
恨
み
が
深
い
と
あ
る
。
こ
れ
は
い
か
う
む
つ
か
し
い
。
一
算

見
ず
ば
な
る
ま
い
。
」
と
男
へ
宣
告
す
る
。
男
は
「
御
ろ
ん
じ
や
れ
て
（
注
七
）
下
さ
れ
ま

せ
。
」
と
、
願
う
。 

法
印
は
「
心
得
た
。
」
と
算
を
置
く
。
そ
し
て
「
は
あ
こ
れ
は
む
つ
か
し
い
。
」
と
歎
き
、

鶴岡工業高等専門学校研究紀要　第47号

－ 22 －



「
さ
て
そ
な
た
は
子
の
歳
ぢ
や
の
。
」
と
男
に
確
認
し
、
「
先
づ
お
内
儀
は
寅
。
子
寅
々
々
。

ね
と
ら
れ
た
と
恨
み
。
こ
れ
は
先
づ
初
手
口
が
悪
い
。
」
と
言
い
切
る
。
そ
の
説
明
と
し
て
、

「
先
づ
そ
な
た
と
お
内
儀
は
夫
婦
な
り
。
姉
と
妹
と
は
き
や
う
だ
い
な
り
。
何
と
聞
え
た
事

で
は
な
い
か
。
先
づ
か
う
物
は
あ
り
や
う
に
云
う
た
も
の
。
さ
て
山
の
芋
が
鰻
に
な
る
。
筍

は
親
竹
に
ま
さ
る
。
雉
子
と
鷹
と
。
猫
と
鼠
は
金
剋
木
。
知
れ
た

く
。
」
と
言
う
。
男
は 

合
点
が
い
か
ず
、
「
何
と
で
御
座
り
ま
す
る
。
」
と
重
ね
て
問
う
。
法
印
は
、
「
怖
ろ
し
や

く
。
夢
見
の
悪
い
が
道
理
。
そ
な
た
の
命
が
な
い
。
最
前
云
う
通
り
。
そ
な
た
は
子
の
歳

鼠
。
お
内
儀
は
寅
。
唐
土
で
は
虎
。
日
本
で
は
猫
。
猫
を
虎
と
見
た
時
は
。
今
宵
の
う
ち
に

先
の
お
内
儀
。
鬼
女
と
な
つ
て
来
て
。
猫
が
鼠
を
取
る
や
う
に
。
飛
び
つ
い
て
喰
ひ
殺
す
と

あ
る
。
」
と
説
明
を
加
え
る
。 

  

「
一
算
見
ず
ば
な
る
ま
い
。
」
と
法
印
は
言
う
。
こ
れ
は
「
算
置
」
と
い
う
占
い
で
あ
る
。

算
置
と
は
、
『
岩
波
古
語
辞
典
補
訂
版
』
で
は
、
「
算
木
に
よ
る
占
い
。
ま
た
そ
れ
を
業
と

す
る
者
。
陰
陽
師
・
山
伏
な
ど
。
」
と
あ
る
。
注
四
で
触
れ
た
「
手
占
」
も
、
「
手
占
は
主

に
陰
陽
師
の
行
う
占
い
で
あ
る
」
。
法
印
は
、
極
め
て
陰
陽
師
的
性
格
を
強
く
持
つ
、
人
物

造
形
が
施
さ
れ
て
い
る
。 

狂
言
「
居
杭
」
（
注
八
）
に
お
い
て
は
、
「
私
の
置
く
算
は
、
い
づ
か
た
で
も
、
よ
う
合

う
と
ご
ざ
っ
て
、
あ
る
名
は
仰
せ
ら
れ
い
で
、
『
有
様
か
有
様
き
た
か
』
、
な
ど
と
仰
せ
ら

る
る
こ
と
で
ご
ざ
る
。
」
と
嘯
く
算
置
が
登
場
す
る
。
算
置
は
、
亭
主
に
「
そ
な
た
は
算
置

か
。
」
と
尋
ね
ら
れ
て
、
「
陰
陽
で
ご
ざ
る
。
」
と
答
え
て
い
る
。
つ
ま
り
、
「
算
置
」
は

「
陰
陽
師
」
で
あ
る
。 

こ
の
陰
陽
師
は
、
亭
主
か
ら
失
せ
物
の
探
索
を
頼
ま
れ
て
、
ま
ず
は
「
手
占
」
を
行
な
う
。

そ
の
際
、
「
呪
ひ
男
」
の
法
印
と
同
様
の
、
「
た
ん
ち
ょ
う
け
ん
ろ
ぎ
ん
な
ん
ば
。
ぎ
ん
な

ん
ば
。
」
と
い
う
章
句
を
唱
え
る
。 

次
に
、
「
広
い
お
屋
敷
で
ご
ざ
る
に
よ
っ
て
、
な
か
な
か
手
占
の
分
で
は
知
れ
ま
せ
ぬ
。

一
算
置
い
て
進
じ
ま
し
ょ
う
。
」
と
算
を
置
く
。 

「
居
杭
」
上
演
の
際
の
陰
陽
師
の
所
作
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
「
腰
に
付
け
た
算
袋
を

取
り
出
し
」
「
算
袋
を
前
に
置
き
、
扇
を
取
り
出
し
」
、
「
扇
を
あ
る
方
向
に
向
け
て
音
を

立
て
て
置
く
」
。
「
算
袋
か
ら
八
卦
本
を
取
り
出
し
、
ひ
ろ
げ
て
置
き
つ
づ
い
て
算
木
を
取

り
出
す
」
。
（
注
九
）
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
亭
主
が
「
イ
ヤ
そ
れ
は
珍
し
い
算
で
お
り
ゃ

る
の
。
」
と
感
嘆
す
る
と
、
陰
陽
師
は
「
イ
ヤ
こ
な
た
は
お
素
人
か
と
存
じ
て
ご
ざ
れ
ば
、

よ
い
と
こ
ろ
へ
お
心
が
付
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
天
狗
の
投
算
と
申
し
て
、
私
の
家
な
ら
で
、

他
に
無
い
算
で
ご
ざ
る
。
」
と
答
え
る
。
ま
た
「
算
木
を
並
べ
な
が
ら
」
（
注
十
）
、
陰
陽

師
は
「
ま
た 

こ
れ
を
、
算
木
配
り
と
申
し
て
、
順
に
置
き
な
お
し
ま
す
る
を
、
殊
の
外
秘

事
に
致
す
こ
と
で
ご
ざ
る
。
」
と
誇
る
。
亭
主
は
「
ホ
オ
ー
」
と
感
嘆
す
る
。
こ
こ
で
、
陰

陽
師
は
「
さ
ら
ば
置
き
ま
し
ょ
う
。
」
と
言
い
、
「
一
徳
六
害
の
水
、
二
義
七
陽
の
火
、
三

生
八
難
の
木
、
四
殺
九
厄
の
金
、
五
鬼
十
の
土
。
水
生
木
、
木
生
火
、
火
生
土
、
土
生
金
、

金
生
水
、
金
剋
木
。
金
剋
木
。
」
と
い
う
卦
の
名
称
を
唱
え
な
が
ら
（
注
十
一
）
、
「
算
木

を
い
ろ
い
ろ
に
扱
う
」
（
注
十
二
）
。
「
呪
ひ
男
」
上
演
の
際
の
法
印
に
よ
る
算
置
の
所
作

も
、
大
方
、
こ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
と
推
察
す
る
。 

「
居
杭
」
の
陰
陽
師
も
「
呪
ひ
男
」
の
法
印
も
、
同
様
に
、
ま
ず
手
占
を
行
な
い
、
し
か

る
後
に
「
算
を
置
く
」
こ
と
が
、
ま
っ
た
く
共
通
し
て
い
る
点
を
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
。

占
い
の
手
順
が
同
じ
で
あ
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
、
陰
陽
師
で
あ
る
「
算
置
」
と
僧
侶
で
あ

る
安
居
院
法
印
は
、
双
生
児
の
如
き
感
が
あ
る
。
「
周
知
の
ご
と
く
、
『
居
杭
』
は
陰
陽
師

の
登
場
す
る
唯
一
の
狂
言
で
あ
る
」
。
（
注
十
三
）
そ
の
狂
言
に
登
場
す
る
唯
一
の
陰
陽
師
、

す
な
わ
ち
占
い
を
す
る
者
「
算
置
」
に
、
「
呪
ひ
男
」
の
安
居
院
法
印
は
そ
っ
く
り
の
人
物

造
形
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
法
印
の
人
物
造
形
に
は
、
陰
陽
師
の
影
が
濃
厚
に
指
し

て
い
る
と
言
え
よ
う
。 

さ
て
、
安
居
院
法
印
の
算
置
の
解
説
に
目
を
転
じ
よ
う
。
男
は
「
子
の
歳
」
、
「
先
づ
お

内
儀
は
寅
。
子
寅
々
々
。
ね
と
ら
れ
た
と
恨
み
。
こ
れ
は
先
づ
初
手
口
が
悪
い
。
」
と
、
言

葉
遊
び
の
如
く
説
き
明
か
す
。
「
子
寅
々
々
」
は
、
当
然
、
「
ね
と
ら
、
ね
と
ら
、
ね
と
ら
」

と
読
む
べ
き
で
あ
ろ
う
。 

続
け
て
、
「
先
づ
そ
な
た
と
お
内
儀
は
夫
婦
な
り
。
姉
と
妹
と
は
き
や
う
だ
い
な
り
。
」

と
常
識
を
語
り
、
し
か
る
後
、
「
先
づ
か
う
物
は
あ
り
や
う
に
云
う
た
も
の
。
さ
て
山
の
芋

が
鰻
に
な
る
。
筍
は
親
竹
に
ま
さ
る
。
雉
子
と
鷹
と
。
猫
と
鼠
は
金
剋
木
。
知
れ
た

く
。
」

と
言
う
。 

「
物
は
あ
り
や
う
に
云
う
た
も
の
」
と
、
法
印
は
言
う
。
こ
の
「
あ
り
や
う
」
が
曲
者
で

あ
る
。
法
印
が
物
を
「
あ
り
や
う
に
云
う
」
と
、
「
山
の
芋
が
鰻
に
な
る
。
筍
は
親
竹
に
ま

さ
る
。
雉
子
と
鷹
と
。
猫
と
鼠
は
金
剋
木
」
と
、
「
あ
り
の
ま
ま
」
の
意
の
「
あ
り
や
う
」

と
は
と
て
も
考
え
ら
れ
ぬ
言
葉
が
続
く
。
特
に
「
金
剋
木
」
と
い
う
語
は
、
「
居
杭
」
の
陰

陽
師
の
章
句
に
も
出
て
く
る
卦
の
名
称
で
は
な
い
か
。 

そ
の
よ
う
な
法
印
の
「
あ
り
や
う
に
云
」
っ
た
言
葉
の
一
例
と
し
て
、
「
山
の
芋
が
鰻
に

な
る
」
を
取
り
上
げ
て
考
え
て
み
る
。
『
岩
波
こ
と
わ
ざ
辞
典
』
（
注
十
四
）
に
は
、
以
下

の
よ
う
に
解
説
さ
れ
て
い
る
。 

 

（
１
）
突
然
、
あ
り
得
な
い
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
り
、
想
像
も
で
き
な
い
も
の
に
変
化
す

る
こ
と
の
た
と
え
。
（
２
）
身
分
の
低
い
者
が
、
突
如
、
出
世
す
る
こ
と
の
た
と
え
。 

山
芋
も
鰻
も
細
長
い
と
こ
ろ
は
似
て
い
る
が
、
他
に
類
似
点
は
ま
っ
た
く
な
い
。
そ
れ
が
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変
化
し
て
し
ま
う
と
い
う
の
だ
か
ら
、
人
知
を
超
え
た
妙
と
で
も
言
う
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ

の
よ
う
な
俗
信
が
あ
っ
た
と
も
、
古
く
か
ら
の
た
と
え
話
だ
と
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
最
も

古
い
用
例
で
あ
る
『
塵
袋
』
に
は
、
「
魚
も
龍
に
は
成
る
に
こ
そ
、
或
は
蛇
の
鰻
に
な
る
と

も
、
山
の
芋
の
鰻
に
な
る
と
も
云
ふ
事
あ
り
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
狂
言
『
成
り
上
が
り
』

は
（
２
）
の
用
例
で
「
シ
テ
「
世
間
に
成
上
り
と
申
す
事
が
御
座
る
」
…
…
ア
ド
「
そ
れ
は

位
の
低
い
者
が
。
官
に
進
む
目
出
度
い
事
か
」
シ
テ
「
先
づ
其
様
な
事
で
御
座
る
。
別
し
て

山
の
芋
が
鰻
に
な
る
」
と
あ
る
。 

 

こ
の
狂
言
中
で
の
言
葉
の
意
味
は
、
当
然
（
１
）
の
「
突
然
、
あ
り
得
な
い
よ
う
な
こ
と

が
起
こ
り
、
想
像
も
で
き
な
い
も
の
に
変
化
す
る
こ
と
の
た
と
え
。
」
で
あ
り
、
「
人
知
を

超
え
た
妙
」
を
語
っ
て
い
る
と
言
え
る
。
法
印
の
使
う
「
あ
り
や
う
」
と
い
う
言
葉
は
、
「
あ

り
の
ま
ま
」
と
い
う
意
味
と
は
別
次
元
に
あ
る
言
葉
と
し
て
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
の
「
あ

り
や
う
」
と
い
う
言
葉
に
注
目
し
た
の
が
、
佐
竹
昭
広
で
あ
る
。
「
有
世
の
面
影
」
（
注
十

五
）
で
、
資
料
を
博
捜
し
て
、
安
倍
氏
土
御
門
家
嫡
流
十
四
世
「
土
御
門
有
世
」
の
名
声
が
、

「
陰
陽
師
の
一
般
的
な
通
称
と
し
て
の
『
あ
り
よ
』
を
生
む
に
い
た
」
っ
た
と
し
、
「
あ
り

よ
」
を
陰
陽
師
の
一
通
称
で
あ
っ
た
と
推
定
し
た
。
そ
し
て
先
に
紹
介
し
た
「
居
杭
」
の
陰

陽
師
の
台
詞
「
私
の
置
く
算
は
、
い
づ
か
た
で
も
、
よ
う
合
う
と
ご
ざ
っ
て
、
あ
る
名
は
仰

せ
ら
れ
い
で
、
『
有
様
か
有
様
き
た
か
』
、
な
ど
と
仰
せ
ら
る
る
こ
と
で
ご
ざ
る
。
」
を
検

討
し
、
「
『
あ
り
や
う
』
の
名
は
、
『
あ
り
の
ま
ま
』
の
意
の
「
有
様
」
の
語
と
は
関
係
の

な
い
別
の
次
元
の
下
に
、
そ
の
陰
陽
師
と
し
て
の
資
格
を
主
張
し
え
て
い
る
」
と
判
断
す
る
。

そ
し
て
、
「
土
御
門
有
世
の
『
有
世
』
に
も
と
づ
く
『
あ
り
よ
』
の
く
ず
れ
た
か
た
ち
が
、

こ
の
『
あ
り
や
う
』
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
と
わ
た
く
し
は
お
も
う
。
」
と
結
論

を
出
し
て
い
る
。
「
居
杭
」
の
陰
陽
師
「
算
置
」
は
、
「
家
家
廻
っ
て
金
鼓
を
打
ち
、
卜
占
・

祈
祷
・
曲
舞
な
ど
を
行
な
っ
た
」
（
『
岩
波
古
語
辞
典
補
訂
版
』
）
中
世
の
下
級
陰
陽
師
で

あ
る
「
声
聞
師
」
で
あ
っ
た
ろ
う
と
、
佐
竹
は
考
え
た
の
で
あ
る
。 

 

こ
こ
で
、
「
呪
ひ
男
」
の
法
印
に
戻
っ
て
考
え
て
み
る
。
法
印
の
「
物
は
あ
り
や
う
に
云

う
た
も
の
。
」
の
「
あ
り
や
う
」
の
語
意
を
、
佐
竹
の
主
張
の
通
り
に
陰
陽
師
の
一
通
称
で

あ
っ
た
と
仮
定
す
る
と
、
「
物
は
陰
陽
師
が
言
っ
た
も
の
。
」
、
も
し
く
は
「
物
は
陰
陽
師

流
に
言
っ
た
も
の
。
」
と
で
も
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
「
物
」
は
算
木
の
示
す
占
い
の

結
果
で
あ
る
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。 

そ
の
よ
う
に
考
え
て
み
る
と
、
例
の
「
山
の
芋
が
鰻
に
な
る
。
」
と
い
う
言
葉
も
、
ま
さ

に
「
あ
り
や
う
」
に
見
え
て
く
る
。
「
山
芋
も
鰻
も
細
長
い
と
こ
ろ
は
似
て
い
る
が
、
他
に

類
似
点
は
ま
っ
た
く
な
い
。
そ
れ
が
変
化
し
て
し
ま
う
と
い
う
」
「
人
知
を
超
え
た
妙
」
が

語
ら
れ
て
も
、
陰
陽
師
の
算
置
の
結
果
を
、
陰
陽
師
が
陰
陽
師
の
言
葉
で
語
っ
て
い
る
と
考

え
れ
ば
、
一
向
に
差
し
支
え
な
く
、
自
然
で
あ
る
。
「
金
剋
木
」
と
い
う
「
居
杭
」
の
陰
陽

師
の
章
句
に
も
出
て
く
る
卦
の
名
称
が
出
て
き
て
も
、
こ
れ
も
ま
た
、
自
然
な
話
と
し
て
捉

え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
（
注
十
六
） 

こ
の
「
算
置
」
の
前
に
、
法
印
は
「
手
占
」
を
行
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
注
四
で
触
れ

た
と
お
り
、
「
手
占
は
主
に
陰
陽
師
の
行
う
占
い
で
あ
る
」
。
こ
の
点
も
、
法
印
の
人
物
造

形
に
お
け
る
陰
陽
師
と
し
て
の
性
格
を
考
え
る
際
に
は
重
要
で
あ
る
。 

「
呪
ひ
男
」
の
元
と
な
っ
た
能
「
鉄
輪
」
に
お
い
て
、
法
印
に
あ
た
る
登
場
人
物
は
、
高

名
な
陰
陽
師
で
あ
る
安
倍
清
明
で
あ
る
。
安
倍
清
明
は
、
京
の
一
条
戻
橋
の
下
に
、
式
神
の

十
二
神
将
を
住
ま
わ
せ
、
自
在
に
使
役
し
て
い
た
と
い
う
。
法
印
の
モ
デ
ル
と
考
え
ら
れ
る

澄
憲
も
、
京
の
一
条
に
住
ん
で
い
た
。
両
人
が
と
も
に
一
条
に
住
ん
で
い
た
と
い
う
土
地
に

ま
つ
わ
る
伝
説
か
ら
、
人
々
の
澄
憲
へ
の
イ
メ
ー
ジ
に
、
陰
陽
師
的
な
要
素
が
、
安
倍
清
明

へ
の
連
想
と
し
て
加
わ
っ
た
こ
と
は
、
大
い
に
あ
り
得
る
と
考
え
る
。 

以
上
の
よ
う
に
考
え
進
め
る
と
、
「
呪
ひ
男
」
の
「
安
居
院
法
印
」
は
僧
形
で
あ
っ
て
も
、

そ
の
正
体
に
は
、
明
ら
か
に
、
陰
陽
師
と
し
て
の
一
面
が
色
濃
く
存
在
す
る
と
、
わ
た
く
し

は
推
測
す
る
。 

 

四
． 

ま
ぎ
れ
こ
ん
で
い
た
陰
陽
師
山
伏 

 

「
呪
ひ
男
」
の
続
き
で
あ
る
。 

 

法
印
の
「
今
宵
の
う
ち
に
先
の
お
内
儀
。
鬼
女
と
な
つ
て
来
て
。
猫
が
鼠
を
取
る
や
う
に
。

飛
び
つ
い
て
喰
ひ
殺
す
」
と
聞
か
さ
れ
て
、
男
は
、
法
印
に
、
「
一
加
持
な
さ
れ
て
下
さ
れ

ま
せ
。
」
と
頼
む
。
法
印
は
快
諾
し
、
「
行
者
は
加
持
に
参
ら
ん
と
。
役
の
行
者
の
跡
を
つ

ぎ
。
胎
金
両
部
の
峯
を
分
け
。
七
宝
の
露
を
払
ひ
し
篠
懸
に
。
不
浄
を
隔
つ
る
忍
辱
の
袈
裟
。
」

を
身
に
着
け
る
。
そ
し
て
「
む
さ
と
し
た
珠
数
玉
を
繋
ぎ
。
さ
ら
り

く
と
押
し
揉
ん
で
。

一
祈
り
祈
る
」
。
「
う
ん
た
ら
た
か
ん
ま
ん
。
あ
び
ら
う
ん
け
ん

く
。
」
と
唱
え
る
と
、

家
の
内
が
鳴
動
し
、
鬼
女
が
現
れ
る
。
鬼
女
は
男
の
命
を
取
ろ
う
と
、
大
切
な
男
を
取
っ
て

て
引
き
立
て
、
笞
を
振
り
上
げ
打
と
う
と
す
る
。
す
る
と
、
怖
ろ
し
い
こ
と
に
、
祭
壇
上
に
、

矜
羯
羅
制
叱
迦
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
、
鬼
女
を
「
出
で
よ
、
出
で
よ
」
と
お
責
め
に
な
る
。

鬼
女
は
、
「
腹
立
ち
や
。
思
ふ
夫
を
ば
取
ら
で
あ
ま
さ
へ
矜
羯
羅
の
。
責
め
を
蒙
る
悪
鬼
の

神
通
。
通
力
自
在
の
勢
た
え
て
。
力
も
よ
わ

く
と
。
足
弱
車
の
廻
り
逢
ふ
べ
き
。
時
節
を
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待
つ
べ
し
や
。
先
づ
此
度
は
戻
る
べ
し
」
と
、
「
い
ふ
聲
ば
か
り
か
す
か
に
残
り
て
鬼
女
の

姿
は
失
せ
に
け
り
」
。 

 

さ
て
法
印
は
「
役
の
行
者
の
跡
を
つ
ぎ
」
、
祈
祷
を
始
め
る
。
役
の
行
者
は
、
役
小
角
。

『
小
学
館
国
語
大
辞
典
』
に
は
、
次
の
様
に
説
明
さ
れ
て
い
る
人
物
で
あ
る
。 

 

役
の
小
角[

え
ん-

の-
お
づ
の]

奈
良
時
代
の
山
岳
呪
術
者
。
修
験
道
の
祖
。
諡
は
神
変
大
菩

薩
。
大
和
葛
城
山
で
苦
業
修
道
し
、
吉
野
の
金
峰
山
、
大
峰
を
開
く
。
文
武
天
皇
の
時
、
讒

言
に
よ
っ
て
一
時
伊
豆
へ
配
流
さ
れ
た
と
い
う
。
呪
術
に
す
ぐ
れ
、
神
仏
調
和
を
唱
え
、
役

の
行
者
（
え
ん
の
ぎ
ょ
う
じ
ゃ
）
と
呼
ば
れ
て
多
く
の
伝
説
を
残
す
。
え
ん
の
し
ょ
う
か
く
。

生
没
年
不
詳
。 

 

「
役
の
行
者
の
跡
を
つ
」
ぐ
と
い
う
こ
と
は
、
修
験
道
に
努
め
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ

し
て
そ
の
者
は
、
修
験
者
で
あ
る
。
『
小
学
館
国
語
大
辞
典
』
に
は
、
次
の
様
に
説
明
さ
れ

て
い
る
。 

 

修
験
者[

し
ゅ
げ
ん
じ
ゃ]

仏
語
。
修
験
道
の
行
者
。
有
髪
俗
体
の
法
身
形
、
摘
髪
（
つ
み
が

み
）
の
報
身
形
、
剃
髪
、
墨
染
、
僧
体
の
応
身
形
の
三
種
が
あ
る
。
い
づ
れ
も
兜
巾
（
と
き

ん
）
を
戴
き
、
篠
懸
（
す
ず
か
け
）
お
よ
び
結
袈
裟
（
ゆ
い
け
さ
）
を
着
け
、
笈
（
お
い
）

を
背
負
い
、
金
剛
杖
を
つ
き
、
法
螺
を
鳴
ら
し
、
山
野
に
露
営
し
て
修
行
す
る
。
も
と
は
太

刀
を
帯
び
た
。
山
伏
。
験
者
（
げ
ん
ざ
・
げ
ん
じ
ゃ
） 

 

「
呪
ひ
男
」
の
法
印
は
、
「
行
者
は
加
持
に
参
ら
ん
と
。
役
の
行
者
の
跡
を
つ
ぎ
。
胎
金

両
部
の
峯
を
分
け
。
七
宝
の
露
を
払
ひ
し
篠
懸
に
。
不
浄
を
隔
つ
る
忍
辱
の
袈
裟
。
む
さ
と

し
た
珠
数
玉
を
繋
ぎ
。
さ
ら
り

く
と
押
し
揉
ん
で
。
一
祈
り
祈
る
」
。
こ
の
姿
は
ま
さ
し

く
「
剃
髪
、
墨
染
、
僧
体
の
応
身
形
」
の
修
験
道
の
修
験
者
、
山
伏
の
姿
そ
の
も
の
で
あ
る
。 

 

当
時
の
上
演
の
実
際
を
確
か
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
あ
る
い
は
こ
こ
で
、
法
印
は
僧

形
の
装
束
か
ら
山
伏
の
装
束
へ
と
早
変
わ
り
を
し
て
見
せ
た
の
で
は
な
い
か
。
早
変
わ
り
と

い
う
言
葉
が
言
い
過
ぎ
で
あ
る
な
ら
、
兜
巾
を
戴
き
、
篠
懸
お
よ
び
結
袈
裟
を
着
け
、
笈
を

背
負
い
、
金
剛
杖
を
つ
き
、
法
螺
を
持
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
こ
こ
は

法
印
の
見
せ
場
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
観
客
に
と
っ
て
も
、
天
台
宗
僧
侶
で
あ
る
の

に
陰
陽
師
の
ご
と
き
占
い
を
し
、
あ
ま
つ
さ
え
こ
の
度
は
山
伏
の
姿
に
変
じ
る
と
い
う
法
印

の
節
操
の
な
さ
を
、
大
い
に
嘲
笑
で
き
る
場
面
で
あ
っ
た
は
ず
で
も
あ
る
。
（
注
十
七
） 

『
新
潮
国
語
辞
典 

現
代
語
・
古
語 

第
二
版
』
に
よ
れ
ば
、
修
験
道
は
以
下
の
よ
う
に

説
明
さ
れ
て
い
る
。 

 

修
験
道[

シ
ュ
ゲ
ン
ド
ウ]

役
小
角
（
エ
ン
ノ
オ
ヅ
ノ
）
が
創
始
し
た
と
い
う
一
種
の
宗
教
。

真
言
密
教
に
山
岳
信
仰
・
道
教
な
ど
が
混
交
し
、
山
岳
修
行
・
加
持
祈
祷
を
行
な
う
。
修
験

宗
。 

 

「
行
者
」
で
あ
る
法
印
が
、
「
う
ん
た
ら
た
か
ん
ま
ん
。
あ
び
ら
う
ん
け
ん

く
。
」
と
、

不
動
明
王
と
大
日
如
来
の
真
言
を
唱
え
る
こ
と
も
、
修
験
道
が
真
言
密
教
の
影
響
下
に
あ
る

こ
と
を
勘
案
す
れ
ば
、
納
得
の
ゆ
く
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
祭
壇
上
に
、
不
動
明
王
の
眷
族

「
矜
羯
羅
」
「
制
叱
迦
」
が
顕
現
す
る
こ
と
も
、
ま
っ
た
く
自
然
な
成
り
行
き
で
あ
る
。
（
し

か
し
、
実
在
の
安
居
院
法
印
は
「
天
台
宗
の
僧
侶
」
で
あ
っ
た
の
で
、
観
客
に
と
っ
て
は
、

天
台
宗
の
法
印
が
真
言
密
教
に
由
来
す
る
「
行
者
」
す
な
わ
ち
「
山
伏
」
に
変
じ
る
わ
け
で

あ
る
か
ら
、
こ
れ
も
そ
の
節
操
の
な
さ
に
嘲
笑
を
誘
わ
れ
る
仕
掛
け
と
な
っ
て
も
い
る
わ
け

で
あ
る
。
） 

こ
の
よ
う
に
読
み
解
い
て
ゆ
く
と
、
法
印
は
既
に
天
台
宗
の
僧
侶
で
も
陰
陽
師
で
も
な
く

し
て
、
山
伏
の
姿
に
変
化
し
て
い
る
。
こ
れ
は
一
体
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。 

佐
竹
昭
広
は
、
「
有
世
の
面
影
」
で
、
ま
た
も
や
資
料
を
博
捜
し
て
、
既
に
引
い
た
「
居

杭
」
の
算
置
の
自
慢
話
の
個
所
の
、
よ
り
古
い
テ
ク
ス
ト
に
さ
か
の
ぼ
る
。 

 

い
や
、
こ
の
生
類
が
合
う
た
で
申
す
で
は
ご
ざ
ら
ぬ
が
、
私
の
置
く
算
は
、
い
づ
か
た
で
も
、

よ
う
合
う
と
ご
ざ
っ
て
、
あ
る
名
は
仰
せ
ら
れ
い
で
、
『
有
様
か
有
様
き
た
か
』
、
な
ど
と

仰
せ
ら
る
る
こ
と
で
ご
ざ
る
。
（
こ
れ
は
既
に
引
い
た
『
日
本
古
典
文
学
大
系 

狂
言
集
上
』

所
収
「
居
杭
」
、
大
蔵
流
山
本
東
本
で
あ
る
。
） 

 

そ
の
事
で
ご
ざ
る
。
某
は
何
事
も
有
や
う
に
申
と
あ
つ
て
、
名
を
い
み
や
う
に
あ
り
や
う
と

世
間
で
仰
せ
ら
る
る
が
、
本
の
名
は
天
狗
左
衛
門
と
申
。
（
虎
明
本
） 

  
佐
竹
は
、
「
こ
の
虎
明
本
か
ら
一
時
代
く
だ
っ
て
虎
寛
本
に
い
た
る
と
、
『
天
狗
左
衛
門
』

の
名
は
は
や
く
も
消
滅
し
、
『
天
狗
の
投
算
』
の
語
を
残
す
ば
か
り
と
な
る
。
」
と
指
摘
す

る
。
そ
し
て
、
「
『
天
狗
の
投
算
』
と
『
天
狗
左
衛
門
』
の
名
、
か
つ
て
、
『
い
ぐ
い
』
の

陰
陽
師
が
に
な
っ
て
い
た
、
こ
の
濃
厚
な
天
狗
性
は
、
い
ち
は
や
く
忘
れ
ら
れ
た
か
れ
の
本

性
を
復
元
し
て
ゆ
く
上
に
、
大
切
な
糸
口
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
」
と
言
い
、
陰
陽
師
と
山
伏

の
関
係
性
を
さ
ら
に
探
求
す
る
。 

そ
し
て
、
「
天
狗
が
人
間
界
に
出
現
す
る
と
き
、
必
ず
山
伏
の
姿
を
と
る
と
い
う
こ
と
で
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あ
る
。
深
山
に
修
行
を
積
み
、
異
類
異
形
の
姿
で
人
界
に
ふ
し
ぎ
な
通
力
を
発
揮
す
る
山
伏

は
、
一
般
の
人
び
と
の
目
か
ら
見
れ
ば
、
天
狗
の
化
身
と
し
か
う
つ
ら
な
か
っ
た
。
当
の
山

伏
の
方
も
、
天
狗
を
祖
師
と
仰
ぎ
、
守
護
神
と
し
て
厚
く
崇
敬
し
て
い
た
。
」
こ
と
を
、
佐

竹
は
確
信
す
る
。
そ
の
上
で
、
佐
竹
は
、
「
陰
陽
師
の
山
伏
性
と
は
、
要
す
る
に
、
修
験
道

と
習
合
し
た
陰
陽
師
を
指
す
も
の
で
あ
っ
た
。
『
い
ぐ
い
』
の
『
天
狗
左
衛
門
』
の
山
伏
性

と
い
う
問
題
も
、
か
れ
が
山
伏
系
の
陰
陽
師
で
あ
っ
た
と
想
定
す
れ
ば
、
き
わ
め
て
理
解
が

し
や
す
い
。
」
と
問
題
を
解
消
す
る
。
最
後
に
佐
竹
は
、
現
存
最
古
の
天
正
狂
言
本
を
引
く
。 

 

一
人
出
て
い
ぐ
い
と
名
の
る
。
あ
ま
り
に
せ
う
に
は
ら
る
ゝ
と
て
清
水
に
参
、
つ
や
す
る
。

ず
き
ん
一
く
だ
さ
れ
る
。
帰
る
。
せ
う
出
て
い
ぐ
い
を
よ
び
出
す
。
一
は
る
。
又
は
る
時
見

へ
ぬ
。
ふ
し
ぎ
が
り
て
山
ぶ
し
を
よ
び
出
し
て
、
さ
ん
お
く
。
後
さ
ん
木
を
ぬ
す
む
。
ふ
し

ん
す
る
。
又
さ
ん
木
と
る
。
だ
ん
な
を
う
た
ぐ
る
。
い
さ
か
ひ
す
る
。
い
ぐ
い
出
て
ふ
た
り

の
つ
ら
は
る
。
く
み
合
。
後
い
ぐ
ひ
ず
き
ん
を
は
ず
し
て
の
す
。
と
め
。
（
天
正
狂
言
本
） 

 

佐
竹
は
「
虎
明
本
の
『
天
狗
左
衛
門
』
が
山
伏
で
あ
る
こ
と
は
、
現
存
最
古
の
テ
キ
ス
ト

に
明
記
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
」
と
涼
し
い
顔
で
述
べ
、
「
『
あ
り
や
う
』
の
正
体
は
山

伏
で
あ
る
こ
と
を
証
明
で
き
た
。
」
と
、
陰
陽
師
と
山
伏
の
関
係
性
の
問
題
を
解
決
し
た
。 

さ
ら
に
佐
竹
は
、
次
に
さ
ら
な
る
問
題
を
提
起
す
る
。
そ
れ
は
、
「
狂
言
の
山
伏
の
中
に

は
、
ほ
か
に
も
ま
だ
「
い
ぐ
い
」
と
同
類
の
陰
陽
師
山
伏
が
ま
ぎ
れ
こ
ん
で
い
る
の
で
は
な

い
か
」
と
い
う
「
疑
い
」
で
あ
る
。 

 

こ
の
佐
竹
の
問
い
か
け
に
、
わ
た
く
し
は
、
一
つ
、
「
呪
ひ
男
」
の
「
安
居
院
法
印
」
と

い
う
複
雑
怪
奇
な
登
場
人
物
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
（
注
十
八
）
「
法
印
」
は
、
澄
憲

の
仮
面
を
か
ぶ
っ
て
い
る
「
あ
り
や
う
（
陰
陽
師
）
」
で
、
陰
陽
師
の
算
を
置
き
、
さ
ら
に

山
伏
の
祈
祷
を
す
る
。
こ
の
人
物
の
仮
面
で
あ
る
澄
憲
は
、
も
と
も
と
は
、
天
台
宗
の
優
れ

た
加
持
祈
祷
僧
で
あ
っ
た
と
い
う
念
の
入
っ
た
人
物
造
形
で
あ
る
。
そ
し
て
「
法
印
」
は
、

陰
陽
道
の
大
家
で
あ
る
安
倍
清
明
を
思
い
出
さ
せ
る
地
、
京
の
一
条
の
安
居
院
に
住
ま
い
す

る
。 

 

「
呪
ひ
男
」
の
テ
ク
ス
ト
は
、
以
上
読
み
解
い
て
き
た
と
お
り
、
「
居
杭
」
を
意
識
し
て

書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。
ま
た
、
「
安
居
院
」
は
、
「
あ
ぐ
い
」
と
読
み
、
「
い

ぐ
い
」
と
い
う
音
を
連
想
さ
せ
る
こ
と
も
、
こ
の
巧
妙
な
る
作
者
の
仕
掛
け
の
一
つ
の
よ
う

に
考
え
ら
れ
て
な
ら
な
い
。 

 

五
． 

祈
祷
の
失
敗 

  

さ
て
、
「
呪
ひ
男
」
は
あ
く
ま
で
狂
言
で
あ
る
。
そ
の
本
質
は
笑
い
で
な
く
て
は
な
ら
な

い
。 

 

「
呪
ひ
男
」
の
笑
い
の
一
端
は
、
既
に
第
二
節
で
も
、
祈
祷
の
無
力
の
暴
露
と
、
法
印
が

通
力
の
不
自
在
性
、
さ
ら
に
言
え
ば
法
印
の
無
節
操
さ
に
よ
る
権
威
の
失
墜
が
、
滑
稽
的
要

素
と
な
り
う
る
と
指
摘
し
た
。
そ
の
観
点
か
ら
「
呪
ひ
男
」
の
終
幕
を
読
み
進
め
る
。 

 

狂
言
で
あ
る
「
呪
ひ
男
」
も
、
能
で
あ
る
「
鉄
輪
」
も
、
と
も
に
妻
で
あ
る
「
女
」
が
、

後
妻
に
対
す
る
嫉
妬
か
ら
鬼
女
に
身
を
変
じ
、
復
讐
へ
と
駆
り
立
て
ら
れ
る
こ
と
は
同
じ
で

あ
る
。
（
注
十
九
）
ま
た
、
「
呪
ひ
男
」
も
「
鉄
輪
」
も
、
鬼
女
の
怨
念
は
凄
ま
じ
く
、
祈

祷
者
の
祈
り
も
む
な
し
く
、
鬼
女
救
済
に
は
至
ら
な
い
。 

 

腹
立
ち
や
。
思
ふ
夫
を
ば
取
ら
で
あ
ま
さ
へ
矜
羯
羅
の
。
責
め
を
蒙
る
悪
鬼
の
神
通
。
通
力

自
在
の
勢
た
え
て
。
力
も
よ
わ

く
と
。
足
弱
車
の
廻
り
逢
ふ
べ
き
。
時
節
を
待
つ
べ
し
や
。

先
づ
此
度
は
戻
る
べ
し
と
。
い
ふ
聲
ば
か
り
か
す
か
に
残
り
。
い
ふ
聲
ば
か
り
か
す
か
に
残

り
て
鬼
女
の
姿
は
失
せ
に
け
り
。
（
「
呪
ひ
男
」
） 

 

腹
立
ち
や
思
ふ
夫
を
ば
、
取
ら
で
剰
さ
へ
神
が
み
の
、
責
め
を
蒙
る
悪
鬼
の
神
通
、
通
力
自

在
の
勢
ひ
絶
え
て
、
力
も
た
よ
た
よ
と
、
足
弱
車
の
巡
り
逢
ふ
べ
き
、
時
節
を
待
つ
べ
し
や
、

ま
づ
こ
の
た
び
は
帰
る
べ
し
と
、
言
ふ
聲
ば
か
り
は
定
か
に
聞
こ
え
、
言
ふ
聲
ば
か
り
聞
こ

え
て
姿
は
、
目
に
見
え
ぬ
鬼
と
ぞ
な
り
に
け
る
、
目
に
見
え
ぬ
鬼
と
ぞ
な
り
に
け
り
。
（
「
鉄

輪
」
・
注
二
十
） 

  

両
者
を
比
べ
て
み
れ
ば
、
「
鉄
輪
」
を
基
に
し
て
「
呪
ひ
男
」
が
書
か
れ
た
の
は
、
一
目

瞭
然
で
あ
る
。
少
々
気
に
な
る
の
は
、
「
鉄
輪
」
で
「
神
が
み
」
と
あ
る
の
が
、
「
呪
ひ
男
」

で
は
「
矜
羯
羅
」
と
あ
り
、
法
印
の
山
伏
性
を
顕
著
に
し
て
い
る
と
い
っ
た
点
で
あ
る
。 

鬼
女
救
済
に
結
び
付
か
な
い
点
で
、
安
倍
清
明
も
安
居
院
法
印
も
、
祈
祷
に
失
敗
し
て
い

る
。
能
の
「
鉄
輪
」
の
清
明
の
失
敗
は
深
刻
で
あ
る
。
能
は
喜
劇
で
は
な
い
の
で
あ
る
か
ら
。

そ
れ
で
は
、
喜
劇
で
あ
る
「
呪
ひ
男
」
の
法
印
の
失
敗
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。 

上
演
当
時
の
、
一
般
の
観
客
と
な
っ
た
つ
も
り
で
、
考
え
て
み
た
い
。 

そ
も
そ
も
、
こ
の
登
場
人
物
は
、
澄
憲
を
思
わ
せ
る
「
安
居
院
法
印
」
を
名
乗
っ
て
い
る

が
、
開
幕
早
々
、
そ
の
祈
祷
の
無
力
さ
と
通
力
の
不
自
在
性
、
す
な
わ
ち
祈
祷
の
甲
斐
な
く

男
の
妻
が
死
亡
し
た
こ
と
が
暴
露
さ
れ
、
は
や
く
も
僧
侶
と
し
て
の
権
威
を
失
墜
し
、
嘲
笑

の
対
象
と
な
っ
た
。 
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そ
の
直
後
、
法
印
は
、
陰
陽
師
の
ま
ね
ご
と
で
あ
る
「
手
占
」
や
「
算
置
」
を
し
て
、
「
子

寅
々
々
。
ね
と
ら
れ
た
と
恨
み
。
」
と
い
う
言
葉
遊
び
の
よ
う
な
解
釈
や
、
「
山
の
芋
が
鰻

に
な
る
。
筍
は
親
竹
に
ま
さ
る
。
雉
子
と
鷹
と
。
猫
と
鼠
は
金
剋
木
」
と
い
っ
た
深
刻
さ
の

微
塵
も
な
い
ご
託
宣
を
述
べ
る
。
こ
こ
は
、
僧
侶
が
軽
薄
に
、
陰
陽
師
の
ま
ね
ご
と
を
し
て

い
る
と
い
う
点
が
、
嘲
笑
の
対
象
と
な
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
（
注
二
十
一
） 

い
よ
い
よ
祈
祷
の
場
面
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
法
印
は
、
さ
ら
に
山
伏
に
早
変
わ
り
を
し
、

も
っ
と
も
ら
し
く
祈
祷
す
る
が
、
祈
祷
は
無
力
で
あ
り
、
通
力
の
不
自
在
性
が
暴
露
さ
れ
、

山
伏
と
し
て
の
権
威
も
失
墜
す
る
。
こ
こ
で
も
、
や
は
り
嘲
笑
の
対
象
と
な
っ
た
こ
と
で
あ

ろ
う
。 

こ
の
よ
う
に
見
て
ゆ
く
と
、
そ
の
場
そ
の
場
で
、
僧
侶
、
陰
陽
師
、
山
伏
と
、
節
操
の
微

塵
も
な
く
、
目
ま
ぐ
る
し
く
体
を
変
え
、
し
か
も
そ
の
都
度
、
嘲
笑
の
対
象
と
な
る
法
印
は
、

ま
さ
し
く
喜
劇
的
人
物
と
言
え
る
し
、
こ
の
「
呪
ひ
男
」
と
い
う
狂
言
も
、
十
分
に
「
笑
え

る
」
喜
劇
で
あ
る
と
言
え
る
。 

上
演
の
際
に
は
、
こ
の
法
印
の
装
束
は
僧
侶
の
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。
あ
る
い
は
、
先
に

触
れ
た
よ
う
に
、
最
終
的
に
は
山
伏
の
装
束
に
近
い
姿
に
早
変
わ
り
を
し
て
い
た
と
も
考
え

ら
れ
る
。
何
れ
に
し
て
も
、
僧
侶
に
似
つ
か
わ
し
く
な
い
、
陰
陽
師
の
占
い
や
山
伏
の
祈
祷

を
す
る
無
節
操
な
法
印
の
姿
は
、
当
時
の
観
客
の
嘲
笑
の
的
で
あ
っ
た
と
、
わ
た
く
し
は
考

え
る
。 

 

六
． 

お
わ
り
に 

― 

狂
言
に
お
け
る
「
鬼
女
」
の
退
場 

 

最
後
に
、
こ
の
「
呪
ひ
男
」
の
「
鬼
女
」
と
法
印
の
妻
帯
者
と
し
て
の
側
面
に
つ
い
て
、

考
え
て
み
た
い
。 

 

法
印
の
モ
デ
ル
と
考
え
ら
れ
る
実
在
の
安
居
院
法
印
で
あ
る
澄
憲
は
、
第
一
節
で
触
れ
た

通
り
、
京
都
の
一
条
に
あ
っ
た
安
居
院
に
住
ん
で
妻
帯
者
で
あ
っ
た
。
「
寿
永
二
年
に
法
印

と
な
っ
た
が
、
程
な
く
一
条
の
安
居
院
に
退
去
し
て
老
体
の
身
で
結
婚
し
、
説
法
を
も
っ
て

道
俗
の
教
化
に
努
め
た
」
（
『
日
本
古
典
文
学
大
事
典
簡
約
版
』
）
の
で
あ
る
。 

 

澄
憲
が
、
「
老
体
の
身
」
で
妻
帯
者
と
な
っ
た
の
は
、
ど
う
い
う
理
由
が
あ
っ
た
の
か
。

こ
の
こ
と
は
、
当
時
の
婚
姻
の
在
り
方
か
ら
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
服
部
早
苗
は
、
「
児

童
と
文
学
」
（
注
二
十
二
）
に
お
い
て
、
「
家
」
の
概
念
成
立
の
視
点
か
ら
、
婚
姻
に
つ
い

て
以
下
の
様
に
述
べ
て
い
る
。 

 

当
時
の
婚
姻
は
、
い
わ
ゆ
る
「
婿
取
婚
」
で
あ
り
、
婿
は
妻
の
両
親
に
婿
取
ら
れ
、
結
婚
当

初
は
妻
方
で
妻
の
両
親
と
同
居
す
る
か
も
し
く
は
妻
方
の
援
助
で
の
夫
婦
独
立
家
屋
で
、
新

婚
生
活
の
ス
タ
ー
ト
が
切
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
一
定
期
間
た
つ
と
夫
方
や
妻
方
の
提
供
に
よ

る
家
屋
に
別
居
す
る
居
住
形
式
だ
っ
た
。
妻
方
に
婿
取
ら
れ
た
夫
は
、
妻
が
死
去
し
た
場
合
、

実
子
を
妻
方
に
遺
し
、
実
家
に
戻
っ
た
り
、
他
の
妻
を
見
つ
け
婿
入
り
を
す
る
。 

  

寿
永
二
年
（
一
一
八
三
）
に
満
五
十
五
歳
で
法
印
と
な
っ
た
澄
憲
は
、
そ
の
後
程
な
く
「
安

居
院
」
に
退
去
し
、
妻
帯
者
と
な
っ
て
い
る
。
服
部
の
視
点
と
考
え
合
わ
せ
れ
ば
、
澄
憲
は
、

「
安
居
院
」
に
退
去
す
る
際
の
資
金
も
し
く
は
安
居
院
そ
の
も
の
を
、
妻
方
か
ら
与
え
ら
れ

て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
高
名
高
徳
の
僧
侶
と
言
え
ど
も
、
一
生
活
者
で
あ
る
。
比
叡
山
よ

り
退
去
す
る
際
、
そ
の
生
活
の
資
金
繰
り
は
、
当
然
、
考
え
た
で
あ
ろ
う
。
高
齢
に
も
か
か

わ
ら
ず
公
然
と
妻
帯
者
と
な
っ
た
の
は
、
住
居
入
手
と
生
活
費
の
た
め
、
と
推
測
す
る
。
妻

方
に
生
活
全
般
の
世
話
に
な
っ
て
い
る
身
と
し
て
は
、
妻
と
妻
方
の
舅
・
姑
に
弱
い
立
場
で

あ
る
こ
と
は
、
歴
然
で
あ
る
。
前
節
で
述
べ
た
祈
祷
の
失
敗
と
権
威
の
失
墜
の
遠
因
は
、
モ

デ
ル
の
澄
憲
同
様
、
狂
言
中
の
法
印
も
妻
帯
者
で
あ
り
、
「
妻
」
な
る
者
に
弱
い
と
い
う
性

格
づ
け
が
な
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
は
な
い
か
。 

狂
言
に
登
場
す
る
女
性
は
、
た
く
ま
し
い
。
聟
狂
言
の
「
貰
聟
」
、
「
右
近
左
近
」
、
「
吹

取
」
（
注
二
十
三
）
な
ど
を
見
る
と
、
誠
に
た
く
ま
し
い
。 

「
貰
聟
」
の
女
は
、
酒
癖
の
悪
い
男
に
愛
想
尽
か
し
し
て
、
子
供
を
捨
て
て
実
家
に
戻
る
。

平
身
低
頭
謝
る
男
に
ほ
だ
さ
れ
、
男
と
共
に
舅
の
足
を
取
っ
て
引
き
回
し
、
最
後
に
投
げ
出

す
の
で
あ
る
。
女
は
男
に
、
「
な
う
い
と
し
の
人
、
こ
ち
へ
ご
ざ
れ
、
こ
ち
へ
ご
ざ
れ
」
と

手
招
き
、
二
人
し
て
退
場
す
る
。
舅
こ
そ
い
い
面
の
皮
、
「
ヤ
イ
ヤ
イ
、
お
の
れ
ら
両
人
、

親
を
こ
の
や
う
に
し
て
ど
ち
へ
行
く
。
将
来
が
よ
う
あ
る
ま
い
ぞ
。
ヘ
ェ
、
よ
い
わ
。
お
の

れ
ら
両
人
、
来
年
か
ら
は
祭
り
に
は
呼
ば
ぬ
ぞ
よ
。
」
と
、
取
り
残
さ
れ
る
。
核
家
族
化
の

は
し
り
と
は
言
い
過
ぎ
で
あ
る
が
、
い
と
し
の
人
の
た
め
な
ら
ば
、
実
の
父
親
で
も
、
文
字

通
り
、
投
げ
捨
て
る
と
い
う
女
の
造
形
の
た
く
ま
し
さ
に
圧
倒
さ
れ
る
思
い
が
す
る
。 

「
右
近
左
近
」
は
、
右
近
の
田
を
左
近
の
牛
が
食
い
荒
ら
す
。
そ
こ
で
右
近
は
左
近
を
地

頭
へ
訴
え
よ
う
と
考
え
る
が
、
生
来
の
口
べ
た
。
女
房
を
相
手
に
訴
訟
の
稽
古
を
す
る
が
、

地
頭
の
前
に
い
る
よ
う
な
気
分
に
な
り
、
う
ま
く
ゆ
か
な
い
。
女
房
は
、
そ
ん
な
右
近
を
歯

が
ゆ
く
思
い
、
棒
で
打
倒
し
、
退
場
す
る
。
お
ま
け
に
こ
の
話
は
コ
キ
ュ
話
で
あ
り
、
右
近

の
女
房
は
左
近
に
通
じ
て
い
た
の
だ
。
夫
を
叱
り
つ
け
、
愛
想
尽
か
し
を
す
る
妻
は
、
誠
に

た
く
ま
し
い
。 

「
吹
取
」
は
、
清
水
の
観
世
音
菩
薩
に
妻
乞
い
を
祈
る
男
が
、
目
出
度
く
妻
を
手
に
入
れ

る
話
で
あ
る
。
然
し
こ
の
妻
と
な
る
女
、
乙
の
面
を
か
ぶ
る
醜
女
で
あ
っ
た
の
だ
。
逃
げ
腰
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の
男
に
、
「
ヤ
イ
ヤ
イ
、
妾
を
こ
の
や
う
に
し
た
な
ら
ば
、
観
世
音
の
罰
が
当
た
ら
う
ぞ
。

あ
の
横
着
者
、
誰
そ
捕
へ
て
く
れ
い
。
や
る
ま
い
ぞ
や
る
ま
い
ぞ
、
や
る
ま
い
ぞ
や
る
ま
い

ぞ
」
と
追
い
込
む
。
こ
れ
も
ま
た
、
大
変
に
た
く
ま
し
い
姿
で
あ
る
。 

 

わ
た
く
し
は
、
「
呪
ひ
男
」
の
鬼
女
も
、
以
上
見
て
き
た
聟
狂
言
中
の
女
性
と
同
じ
く
、

大
変
に
気
丈
で
、
た
く
ま
し
い
人
物
造
形
が
な
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
る
。

幽
玄
を
追
求
す
る
能
に
お
い
て
、
「
鉄
輪
」
の
鬼
女
は
、
慎
み
深
く
静
か
に
退
場
せ
ざ
る
を

得
な
い
。
し
か
し
狂
言
と
い
う
喜
劇
の
登
場
人
物
で
あ
る
「
呪
ひ
男
」
の
鬼
女
は
、
「
い
ふ

聲
ば
か
り
か
す
か
に
残
り
。
い
ふ
聲
ば
か
り
か
す
か
に
残
り
て
鬼
女
の
姿
は
失
せ
に
け
り
。
」

と
い
う
詞
章
を
鮮
や
か
に
裏
切
っ
て
（
注
二
十
四
）
、
「
貰
聟
」
や
「
右
近
左
近
」
の
妻
た

ち
の
よ
う
に
、
情
け
な
い
夫
と
、
権
威
の
失
墜
し
た
法
印
を
睥
睨
し
、
愛
想
尽
か
し
を
し
て

の
退
場
、
と
い
っ
た
仕
儀
で
は
な
か
っ
た
か
と
、
わ
た
く
し
は
、
当
時
の
上
演
の
実
態
に
つ

い
て
、
考
え
を
巡
ら
せ
る
の
で
あ
る
。 

  

注 注
一 

『
補
訂
版
国
書
総
目
録
』
第
六
巻
に
、
「
呪
ひ
男 

の
ろ
い
お
と
こ 

【
類
】
狂
言 

【
活
】
冨
山
房
文
庫
狂
言
三
百
番
集
下
」
と
あ
る
。
な
お
、
『
古
典
籍
総
合
目
録
―
国
書

総
目
録
続
編
』
に
は
見
当
た
ら
な
い
。
わ
た
く
し
の
使
用
し
て
い
る
テ
ク
ス
ト
は
、
当
然
、

『
冨
山
房
百
科
文
庫
狂
言
三
百
番
集
下
』
所
収
の
も
の
で
あ
る
。
野
々
村
戒
三
・
安
藤
常

次
郎
校
注
、
合
資
会
社
冨
山
房
、
一
九
四
二
年
。
な
お
、
『
同 
上
』
は
、
一
九
三
八
年

発
行
で
あ
る
。
下
巻
の
紙
質
は
、
上
巻
の
紙
質
に
比
し
て
、
大
層
悪
く
な
っ
て
い
る
。
戦

時
下
の
物
資
の
窮
乏
が
窺
わ
れ
る
。 

注
二 

「
呪
ひ
男
」
の
原
本
に
関
し
て
、
『
補
訂
版
国
書
総
目
録
』
お
よ
び
『
古
典
籍
総
合

目
録
―
国
書
総
目
録
続
編
』
に
記
載
が
な
い
事
情
は
、
次
に
挙
げ
る
野
々
村
戒
三
の
証
言

か
ら
類
推
す
る
よ
り
ほ
か
な
い
と
考
え
る
。
野
々
村
戒
三
は
、
『
狂
言
総
覧
―
内
容
・
構

造
・
演
出
』
（
安
藤
常
次
郎
・
古
川
久
・
三
宅
藤
九
郎
・
小
林
貢
、
株
式
会
社
能
樂
書
林
、

一
九
七
三
。
）
の
序
言
中
で
、
『
狂
言
三
百
番
集
』
に
つ
い
て
以
下
の
様
に
回
顧
し
て
い

る
。 

 
 

 

『
狂
言
三
百
番
集
』
は
、
そ
の
前
に
刊
行
し
た
『
狂
言
集
成
』
の
「
六
儀
」
（
狂
言

の
台
本
を
和
泉
流
で
は
六
儀
と
い
っ
て
い
る
）
だ
け
を
別
に
し
、
ま
た
配
列
も
五
十
音

順
で
な
く
、
内
容
に
よ
っ
て
按
配
し
、
且
つ
巻
末
に
簡
単
な
語
釈
を
添
え
た
も
の
で
、

六
儀
は
京
都
上
賀
茂
神
社
の
社
家
南
大
路
家
所
蔵
の
も
の
を
使
わ
せ
て
貰
っ
た
。
同
家

の
当
主
謙
一
氏
の
先
々
代
が
、
和
泉
流
三
宅
派
の
狂
言
を
同
家
元
庄
市
に
つ
い
て
学
び
、

明
治
維
新
の
前
後
庄
市
は
暫
く
南
大
路
家
の
世
話
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
う

ち
庄
市
は
岩
倉
具
視
の
勧
め
な
ど
が
あ
っ
て
、
東
京
に
移
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
移
転

の
際
、
多
分
謝
礼
の
意
味
で
で
も
あ
ろ
う
か
、
書
類
そ
の
外
装
束
・
用
具
な
ど
を
南
大

路
家
に
置
い
て
往
っ
た
の
で
あ
る
。
私
が
明
治
四
十
一
年
京
都
に
転
勤
し
た
時
に
は
、

こ
の
南
大
路
翁
は
既
に
物
故
し
、
子
息
勇
太
郎
氏
が
そ
の
跡
を
承
け
、
第
一
高
等
小
学

校
長
を
本
職
と
し
て
、
傍
ら
に
狂
言
に
も
従
事
し
、
舞
台
に
も
出
勤
し
て
い
た
の
で
あ

る
。
晩
年
動
物
園
長
に
転
勤
し
た
が
、
そ
の
後
も
南
動
翁
の
芸
名
で
舞
台
に
は
出
て
い

た
。
私
は
、
勇
太
郎
氏
の
子
息
二
人
ま
で
が
私
の
勤
め
て
い
た
府
立
第
五
中
学
校
の
生

徒
で
あ
っ
た
関
係
か
ら
、
勇
太
郎
氏
と
は
懇
意
に
な
り
、
狂
言
の
小
謡
を
数
番
同
氏
に

教
わ
っ
た
が
、
程
な
く
私
は
第
三
高
等
学
校
に
転
勤
し
、
教
授
の
傍
ら
庶
務
主
任
を
も

兼
ね
る
こ
と
に
な
り
、
自
然
公
務
の
方
が
忙
し
く
な
っ
た
の
と
、
私
の
狂
言
の
小
謡
が

と
か
く
能
の
小
謡
に
な
り
が
ち
な
の
に
、
自
分
な
が
ら
呆
れ
て
い
た
の
と
で
、
狂
言
小

謡
の
稽
古
を
や
め
て
畢
っ
た
の
で
あ
る
。
南
大
路
家
の
当
主
謙
一
氏
は
、
大
阪
大
学
の

教
授
で
、
狂
言
に
は
関
係
し
て
居
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
だ
し
、
次
男
の
久
保
象
二
氏
は

能
楽
に
は
大
い
に
関
心
を
有
ち
、
森
田
光
風
に
つ
い
て
同
流
の
笛
を
学
ん
で
居
ら
れ
た

が
、
狂
言
は
や
っ
て
居
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
な
の
で
、
勇
太
郎
氏
の
没
後
、
私
は
京
都

上
賀
茂
に
南
大
路
家
を
訪
ね
、
勇
太
郎
氏
の
夫
人
芳
枝
さ
ん
に
逢
っ
て
、「
謡
の
方
は
、

書
物
も
い
ろ
い
ろ
完
備
し
て
居
る
の
に
、
狂
言
の
方
は
、
伝
統
の
正
し
い
六
儀
が
手
に

は
入
ら
な
い
の
で
、
皆
困
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
芸
の
稽
古
用
で
な
く
、
篤
志
家
の
研
究

用
に
資
し
た
く
、
お
差
し
閊
え
が
な
く
は
暫
く
拝
借
出
来
ま
す
ま
い
か
」
と
申
し
入
れ

た
処
、
「
実
は
勇
太
郎
が
亡
く
な
り
ま
す
と
、
程
な
く
、
野
村
の
万
造
さ
ん
（
先
代
萬

斎
）
が
見
え
て
、
本
は
、
流
儀
が
乱
れ
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
困
り
ま
す
か
ら
、

外
へ
お
出
し
に
な
ら
な
い
よ
う
に
と
、
又
装
束
そ
の
外
狂
言
用
具
な
ど
で
、
お
手
放
し

に
な
る
の
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
一
番
先
に
私
の
方
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
る
よ
う
に
と
の

こ
と
で
し
た
。
け
ど
篤
志
家
の
御
研
究
用
と
い
う
こ
と
で
し
た
ら
、
そ
れ
に
あ
な
た
は

勇
太
郎
と
は
懇
な
御
交
際
も
あ
っ
た
こ
と
故
、
差
し
閊
え
は
御
座
い
ま
せ
ぬ
か
ら
、
ど

う
ぞ
御
使
用
下
さ
い
」
と
い
う
こ
と
で
借
り
出
し
て
、
全
部
写
し
採
っ
て
、
す
ぐ
返
却

し
た
の
で
あ
る
。
処
で
、
い
よ
い
よ
全
部
謄
写
を
す
ま
せ
て
見
る
と
、
そ
れ
を
一
人
で

利
用
す
る
の
は
勿
体
な
い
気
が
し
て
、
や
は
り
こ
れ
は
公
刊
し
た
方
が
よ
か
ろ
う
と
考

え
、
「
南
大
路
家
の
名
は
出
し
ま
せ
ぬ
し
、
ま
た
何
か
面
倒
な
こ
と
が
起
こ
っ
た
ら
、

私
が
一
切
の
責
任
を
背
負
っ
て
処
理
し
、
決
し
て
御
迷
惑
は
か
け
ま
せ
ぬ
か
ら
、
公
刊

を
黙
認
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
云
う
こ
と
で
芳
枝
さ
ん
の
承
認
を
得
、
『
狂
言
集
成
』

を
出
版
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
東
京
音
楽
学
校
（
今
の
芸
大
の
前
身
）
の
駿
河
台

の
分
校
に
、
池
内
如
翠
翁
の
主
催
で
、
狂
言
職
分
の
何
か
の
会
合
が
あ
っ
た
時
、
私
も

列
席
し
野
村
萬
斎
翁
に
逢
っ
た
処
、
萬
斎
翁
が
、
「
立
派
な
御
本
が
出
来
ま
し
た
が
、
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あ
れ
を
流
儀
で
認
め
て
く
れ
と
仰
有
ら
れ
て
も
、
そ
れ
は
出
来
ま
せ
ぬ
が
、
全
然
認
め

な
い
わ
け
で
も
あ
り
ま
せ
ぬ
。
伝
統
の
正
し
い
和
泉
流
三
宅
派
の
六
儀
は
、
東
西
に
一

本
ず
つ
あ
り
ま
す
が
、
先
生
の
は
多
分
西
の
方
の
も
の
と
思
い
ま
す
。
如
何
で
す
」
と

い
わ
れ
た
の
で
、
私
も
一
寸
ぎ
ょ
っ
と
し
た
が
、「
そ
れ
は
御
想
像
に
任
せ
ま
し
ょ
う
。

あ
れ
は
何
も
狂
言
の
実
際
の
稽
古
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
出
し
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ぬ
。

何
分
今
の
処
、
研
究
者
が
テ
キ
ス
ト
と
し
て
安
心
し
て
使
え
る
も
の
が
な
い
の
で
、
皆

己
む
を
得
ず
、
版
本
の
『
狂
言
記
』
を
使
っ
て
居
る
始
末
で
す
か
ら
、
安
心
し
て
使
え

る
も
の
を
出
し
て
置
き
た
い
。
そ
う
す
れ
ば
、
天
災
地
変
人
禍
が
あ
っ
て
も
、
何
処
か

に
数
部
は
残
る
で
し
ょ
う
か
ら
」
と
聊
か
苦
し
い
釈
明
を
し
た
ら
、
萬
斎
翁
も
、
「
い

や
有
難
う
ご
座
い
ま
し
た
。
誠
に
重
宝
な
御
本
で
す
か
ら
私
共
も
時
々
利
用
さ
せ
て
頂

い
て
居
り
ま
す
。
ハ
ハ
ハ
ァ
」
と
お
互
い
に
笑
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
多
分
同
じ
会

の
時
だ
っ
た
と
思
う
が
、
い
ま
は
故
人
と
な
っ
て
い
る
多
々
良
外
茂
三
氏
が
、
「
あ
の

原
本
は
今
も
お
手
元
に
あ
り
ま
す
か
、
省
略
さ
れ
て
い
る
書
入
れ
を
一
寸
見
た
い
」
と

の
こ
と
だ
っ
た
か
ら
、
「
あ
れ
は
直
ぐ
返
却
し
た
」
と
云
っ
た
ら
、
「
そ
れ
は
残
念
な
」

と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。 

 
 

 

な
お
同
君
は
、
「
私
共
に
は
昔
の
写
本
が
な
か
な
か
読
め
な
い
の
で
、
そ
の
点
『
集

成
』
は
大
い
に
便
利
で
す
か
ら
、
利
用
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
」
と
い
う
咄
し
も
あ
っ

た
。 

注
三 

『
冨
山
房
百
科
文
庫
狂
言
三
百
番
集
下
』
巻
末
の
語
釈
に
は
、
「
占
の
お
も
て
に
表

れ
た
象
」
と
あ
る
。 

注
四 

『
冨
山
房
百
科
文
庫
狂
言
三
百
番
集
下
』
巻
末
の
語
釈
に
は
、
「
て
う
ら
。
手
の
筋

を
見
て
占
ふ
こ
と
。
そ
れ
を
す
る
人
。
て
う
ら
な
い
。
」
と
あ
る
。
『
日
本
古
典
文
学
大

系 

狂
言
集
上
』
（
小
山
弘
志
校
注
、
岩
波
書
店
、
一
九
六
○
年
。
）
所
収
「
居
杭
」
に

あ
る
手
占
の
頭
注
に
は
、
「
指
を
折
っ
て
す
る
占
い
。
」
と
あ
り
、
易
林
節
用
集
の
「
テ

ノ
ウ
ラ
」
と
の
読
み
を
示
す
。
「
手
占
は
主
に
陰
陽
師
の
行
う
占
い
で
あ
る
。
」
と
は
佐

竹
昭
広
の
指
摘
で
あ
る
。
（
佐
竹
昭
広
、
「
有
世
の
面
影
」
、
『
下
剋
上
の
文
学
』
、
筑

摩
書
房
、
一
九
六
七
年
。
） 

注
五 

『
狂
言
辞
典 

語
彙
編
』
（
古
川
久
、
株
式
会
社
東
京
堂
、
一
九
六
三
年
。
）
に
よ

れ
ば
、
「
た
ん
ち
ょ
う
け
ん
」
の
項
に
は
、
「
呪
ひ
男
」
の
こ
の
箇
所
が
挙
げ
ら
れ
て
お

り
、
「
次
項
の
略
で
あ
ろ
う
」
と
あ
る
。
そ
の
次
項
は
「
た
ん
ち
ょ
う
け
ん
ろ
ぎ
ん
な
ん

ば
」
で
あ
る
。
解
説
本
文
は
、
「
占
卜
の
用
語
。
『
大
成
』
に
は
「
短
長
見
路
吟
難
場
」
、

『
新
撰
』
に
は
「
短
長
嶮
路
勤
難
破
」
と
当
て
て
あ
る
が
未
詳
。
」
と
あ
る
。
「
居
杭
」

の
「
先
手
占
を
置
い
て
見
ま
せ
う
。
た
ん
ち
や
う
け
ん
ろ
ぎ
ん
な
ん
ば
」
と
い
う
個
所
が

例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
『
日
本
古
典
文
学
大
系 

狂
言
集
上
』
所
収
「
居
杭
」
に

は
、
「
た
ん
ち
ょ
う
け
ん
ろ
ぎ
ん
な
ん
ば
。
ぎ
ん
な
ん
ば
。
」
と
あ
り
、
「
呪
ひ
男
」
の

こ
の
箇
所
は
、
或
い
は
「
た
ん
ち
ょ
う
け
ん
ろ
ぎ
ん
な
ん
ば
。
ぎ
ん
な
ん
ば
。
」
と
唱
え

ら
れ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
と
考
え
る
。
佐
竹
昭
広
は
、
「
有
世
の
面
影
」
の
注
に
お
い

て
、
「
こ
の
文
句
の
意
味
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
虎
明
本
で
は
、
一
段
と
長
く
、
『
短
長

見
路
ぎ
ん
な
ん
ば
、
は
く
と
う
じ
つ
し
こ
う
、
ゑ
ん
じ
住
所
う
、
王
相
死
因
老
』
と
い
う

か
た
ち
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
方
が
古
め
か
し
い
。
『
は
く
と
う
じ
つ
し
こ
う
』
以
下
の

出
典
は
、
『
簠
簋
内
伝
』
で
あ
る
。
同
諸
巻
三
『
十
五
納
音
事
』
の
項
に
、
『
泊
燈
寺
柴

鉤
』
『
炎
地
樹
鐘
雨
』
の
章
句
が
見
い
だ
さ
れ
、
そ
れ
に
つ
づ
く
文
章
中
に
は
、
『
王
相

死
因
老
』
の
一
句
も
使
用
さ
れ
て
い
る
。
」
と
、
一
番
詳
し
く
解
説
し
て
い
る
。 

注
六 

佐
竹
昭
広
、
「
嘲
笑
の
呪
文
」
、
『
下
剋
上
の
文
学
』
、
筑
摩
書
房
、
一
九
六
七
年
。 

注
七 

『
冨
山
房
百
科
文
庫
狂
言
三
百
番
集
下
』
巻
末
の
語
釈
に
は
、
「
御
覧
ず
る
（
ご
ら

う
ず
る
）
を
更
に
敬
語
に
、
ご
ら
う
ぜ
ら
る
と
云
ふ
を
約
転
し
て
云
ふ
な
り
。
云
々
。
」

と
い
う
、
『
大
言
海
』
を
参
考
と
し
た
語
釈
が
載
っ
て
い
る
。 

注
八 

以
下
、
狂
言
「
居
杭
」
の
引
用
は
、
断
り
が
な
い
限
り
、
『
日
本
古
典
文
学
大
系 

狂

言
集
上
』
所
収
の
テ
ク
ス
ト
に
よ
る
。 

注
九 

『
日
本
古
典
文
学
大
系 

狂
言
集
上
』
所
収
「
居
杭
」
本
文
中
の
割
注
に
よ
る
。 

注
十 

注
九
に
同
じ
。 

注
十
一 

『
日
本
古
典
文
学
大
系 

狂
言
集
上
』
所
収
「
居
杭
」
頭
注
に
「
卦
の
名
称
で
あ

ろ
う
が
未
詳
。
」
と
あ
る
。 

注
十
二 

注
九
に
同
じ
。 

注
十
三 

佐
竹
昭
広
、
「
有
世
の
面
影
」
、
『
下
剋
上
の
文
学
』
、
筑
摩
書
房
、
一
九
六
七

年
。 

注
十
四 

時
田
昌
瑞
、
岩
波
書
店
、
二
○
○
○
年
。 

注
十
五 

注
十
三
に
同
じ
。 

注
十
六 

安
居
院
法
印
の
「
算
置
」
の
解
説
の
「
先
づ
お
内
儀
は
寅
。
子
寅
々
々
。
ね
と
ら

れ
た
と
恨
み
。
」
と
い
う
箇
所
は
、
男
の
不
倫
な
（
妻
か
ら
見
れ
ば
、
「
ね
と
ら
れ
た
」
）

関
係
を
暗
示
し
て
い
る
と
も
読
め
る
。
法
印
は
「
先
づ
そ
な
た
と
お
内
儀
は
夫
婦
な
り
。

姉
と
妹
と
は
き
や
う
だ
い
な
り
。
何
と
聞
え
た
事
で
は
な
い
か
。
」
と
言
い
、
男
と
妻
の

妹
と
の
不
倫
関
係
を
す
っ
ぱ
抜
い
て
い
る
よ
う
で
も
あ
る
。
「
山
の
芋
が
鰻
に
な
る
。
筍

は
親
竹
に
ま
さ
る
。
」
と
い
う
台
詞
も
、
セ
ク
シ
ャ
ル
な
意
味
合
い
が
読
み
取
れ
る
。
先

に
、
男
は
妻
の
死
後
、
「
ま
だ
獨
り
住
居
も
な
り
ま
せ
ぬ
と
こ
ろ
で
。
も
う
各
樣
へ
も
沙

汰
も
致
し
ま
せ
ず
し
て
。
女
共
が
か
は
り
を
置
き
ま
し
て
御
座
り
ま
す
る
。
」
と
言
っ
て

い
た
。
こ
こ
で
の
、
「
も
う
各
樣
へ
も
沙
汰
も
致
し
ま
せ
ず
し
て
。
」
と
い
う
男
の
言
葉

は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
堂
々
と
新
し
い
妻
を
迎
え
た
と
、
世
間
に
公
表
で
き
な
い
事
情
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が
あ
る
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
か
ら
で
あ
る
。
男
と
妻
の
妹
と
の
不
倫
な
関
係
は
、
妻
の
生

前
か
ら
結
ば
れ
て
い
て
、
妻
は
そ
れ
を
知
っ
て
憤
死
し
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
妻
の
死
後
、

そ
の
妹
を
後
妻
に
迎
え
る
と
い
う
こ
と
自
体
は
、
決
し
て
忌
む
べ
き
こ
と
で
は
な
い
。
し

か
し
、
妻
の
存
命
中
に
、
す
で
に
妻
の
妹
と
通
じ
て
い
た
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
当
時
に

あ
っ
て
も
、
十
分
に
禁
忌
に
触
れ
よ
う
。
世
間
の
口
の
端
に
も
上
っ
て
い
た
の
か
も
知
れ

な
い
。
こ
の
こ
と
が
、
妻
が
死
後
に
鬼
女
と
化
す
原
因
で
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き

る
。 少

な
く
と
も
、
男
の
妻
へ
の
後
ろ
暗
い
行
い
は
、
安
居
院
法
印
に
す
で
に
知
ら
れ
て
い

た
可
能
性
は
大
き
い
。
占
い
を
す
る
者
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
と
し
て
、
占
い
の
前
、
も
し
く
は

最
中
に
、
占
わ
れ
る
者
の
個
人
情
報
を
巧
み
に
収
集
し
、
あ
た
か
も
通
力
に
よ
っ
て
そ
れ

と
知
れ
た
、
と
思
わ
せ
る
こ
と
は
、
現
代
に
お
い
て
も
大
い
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
に
読
め
ば
、
法
印
の
「
物
は
あ
り
や
う
に
云
う
た
も
の
。
」
の
「
あ
り
や

う
」
の
語
意
を
、
佐
竹
の
主
張
の
通
り
に
陰
陽
師
の
一
通
称
で
あ
っ
た
こ
と
を
念
頭
に
お

い
て
考
え
る
こ
と
と
同
時
に
、
こ
の
語
の
本
来
の
語
意
で
あ
る
「
あ
り
の
ま
ま
」
も
意
識

し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
男
と
妻
の
妹
と
の
不
倫
な
関
係
が
「
事
実
」
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、

安
居
院
法
印
は
「
あ
り
の
ま
ま
」
を
語
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。 

 
 

ま
た
、
こ
の
「
男
」
と
法
印
の
関
係
に
も
留
意
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
男
は
、
法
印
を

訪
れ
る
際
に
、
「
内
に
さ
へ
御
座
つ
た
ら
ば
。
定
め
て
私
の
申
す
事
な
れ
ば
。
御
如
才
は

あ
る
ま
い
。
」
と
独
白
し
て
い
る
。
ま
た
法
印
も
、
案
内
を
乞
う
た
男
に
対
し
て
、
「
そ

な
た
な
ら
ば
案
内
な
し
に
通
り
は
せ
い
で
。
」
と
応
じ
て
い
る
。
こ
の
法
印
の
台
詞
は
意

味
が
通
じ
な
い
が
、
ニ
ュ
ア
ン
ス
と
し
て
は
「
そ
な
た
な
ら
ば
案
内
な
し
で
通
っ
て
よ
い
。
」

と
い
う
も
の
で
は
あ
ろ
う
。
そ
れ
を
受
け
て
男
は
、
「
さ
や
う
に
存
じ
ま
し
た
れ
ど
も
。

若
し
お
客
で
も
御
座
り
ま
せ
う
か
と
存
じ
。
案
内
を
乞
ひ
ま
し
た
。
」
と
答
え
て
い
る
。

法
印
は
「
こ
れ
は
尤
も
ぢ
や
。
」
と
応
じ
る
。 

こ
の
件
で
は
、
男
と
法
印
の
親
密
さ
が
強
調
さ
れ
て
い
る
と
同
時
に
、
男
が
法
印
の
「
お

客
」
に
遠
慮
し
て
い
る
こ
と
も
見
落
と
せ
な
い
。
こ
の
お
客
が
、
法
印
と
通
じ
て
い
る
女

性
が
あ
る
こ
と
の
可
能
性
を
指
摘
し
て
お
く
。
仮
に
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
法
印
と
男

の
関
係
は
、
互
い
に
脛
に
傷
を
持
つ
者
同
士
の
、
馴
れ
合
い
が
存
在
し
て
い
る
と
言
え
る
。 

僧
侶
の
妻
帯
・
女
犯
の
実
態
に
関
し
て
は
、
『
と
は
ず
が
た
り
』
の
阿
闍
利
「
有
明
の

月
」
の
例
を
持
ち
出
す
ま
で
も
な
く
、
秘
密
裏
に
行
わ
れ
て
い
た
の
が
実
態
で
あ
る
。
現

代
に
お
い
て
も
、
高
徳
の
僧
侶
で
女
犯
を
行
な
わ
な
か
っ
た
者
は
法
然
の
み
、
と
い
う
こ

と
す
ら
実
し
や
か
に
囁
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
公
然
と
行
う
こ
と
は
、
や
は
り
禁
忌
に

触
れ
る
こ
と
で
は
あ
っ
た
。
法
印
と
男
の
関
係
に
、
男
女
関
係
の
秘
密
の
共
有
と
い
う
要

素
が
あ
っ
た
可
能
性
は
、
考
慮
し
て
も
よ
い
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
法
印
の
「
こ
れ

は
尤
も
ぢ
や
。
」
と
い
う
台
詞
は
、
は
な
は
だ
好
色
の
臭
い
の
き
つ
い
台
詞
へ
と
変
貌
す

る
。
当
時
の
観
客
は
、
す
で
に
「
呪
ひ
男
」
開
幕
の
こ
の
件
で
、
二
人
を
嘲
笑
し
て
い
た

の
で
は
な
い
か
。 

以
上
の
視
点
に
立
つ
な
ら
ば
、
わ
た
く
し
が
第
二
節
で
触
れ
た
「
男
」
の
滑
稽
味
に
関

し
て
、
単
純
に
「
ぼ
ん
や
り
と
し
た
人
物
像
」
と
片
付
け
る
こ
と
は
で
き
な
く
な
る
。
男

は
強
か
に
す
っ
と
ぼ
け
て
い
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
狂
言
に
お
け
る

法
印
と
男
の
モ
デ
ル
が
、
当
時
の
人
々
に
は
周
知
の
こ
と
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

そ
れ
ゆ
え
の
「
番
外
」
作
品
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。 

こ
の
件
だ
け
で
は
な
く
、
当
時
の
狂
言
作
者
と
観
客
の
視
点
を
、
現
代
の
読
者
が
得
る

こ
と
の
困
難
さ
が
、
本
テ
ク
ス
ト
読
解
の
随
所
に
顕
現
す
る
。
狂
言
と
い
う
劇
作
の
枠
組

み
へ
の
現
代
の
一
般
的
な
理
解
か
ら
捉
え
る
と
、
第
二
節
の
よ
う
な
読
み
方
に
落
ち
着
く

と
は
考
え
る
。
し
か
し
、
当
時
の
視
点
へ
の
探
求
は
怠
っ
て
は
な
ら
な
い
と
言
え
る
。
テ

ク
ス
ト
自
体
へ
の
読
み
が
一
変
す
る
可
能
性
が
十
分
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。 

な
お
、
「
禁
忌
」
「
妻
帯
」
の
問
題
に
つ
い
て
、
本
校
総
合
科
学
科
窪
田
眞
治
教
授
よ

り
貴
重
な
ご
教
唆
を
賜
っ
た
こ
と
を
深
く
感
謝
し
、
こ
こ
に
明
記
す
る
。 

注
十
七 

な
お
、
演
劇
に
お
け
る
「
早
変
わ
り
」
の
持
つ
意
味
合
い
に
つ
い
て
も
、
注
十
六

同
様
、
窪
田
眞
治
教
授
よ
り
貴
重
な
ご
教
唆
を
賜
っ
た
こ
と
を
深
く
感
謝
し
、
こ
こ
に
明

記
す
る
。 

注
十
八 

佐
竹
昭
広
が
、
こ
の
「
呪
ひ
男
」
を
見
落
と
す
と
は
考
え
辛
い
。
佐
竹
は
『
冨
山

房
百
科
文
庫
狂
言
三
百
番
集
』
に
目
を
通
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
な
ら
ば
、
佐
竹
の
論

旨
の
展
開
か
ら
見
れ
ば
、
大
い
に
使
い
勝
手
が
良
い
と
考
え
ら
れ
る
こ
の
狂
言
を
黙
殺
し

た
の
は
な
ぜ
か
。
わ
た
く
し
は
、
こ
の
狂
言
の
筋
立
て
が
、
あ
ま
り
に
能
「
鉄
輪
」
に
引

か
れ
て
い
て
、
そ
れ
が
気
に
か
か
っ
た
た
め
で
は
な
い
か
、
と
推
察
す
る
。
無
理
や
り
に

狂
言
化
す
る
と
い
う
、
牽
強
付
会
の
観
を
強
く
感
じ
た
た
め
で
は
な
い
か
、
と
考
え
る
。 

注
十
九 

「
呪
ひ
男
」
の
鬼
女
は
死
者
で
、
「
鉄
輪
」
の
鬼
女
は
生
者
で
あ
る
と
い
う
違
い

は
あ
る
。 

注
二
十 

横
道
萬
里
雄
・
表
章
校
注
、
『
日
本
古
典
文
学
大
系 

謡
曲
集
下
』
、
岩
波
書
店
、

一
六
六
三
年
。 

注
二
十
一 

法
印
は
、
陰
陽
師
の
ま
ね
ご
と
で
あ
る
「
手
占
」
や
「
算
置
」
を
し
て
い
る
。

「
手
占
」
で
は
、
男
に
「
い
か
う
女
の
恨
み
が
あ
る
」
こ
と
を
見
抜
い
て
い
る
。
ま
た
「
算

置
」
で
は
、
「
今
宵
の
う
ち
に
先
の
お
内
儀
。
鬼
女
と
な
つ
て
来
て
。
猫
が
鼠
を
取
る
や

う
に
。
飛
び
つ
い
て
喰
ひ
殺
す
」
こ
と
を
言
い
当
て
る
。 

男
の
夢
見
の
悪
さ
の
原
因
を
探
る
、
と
い
う
陰
陽
師
の
占
い
に
関
し
て
は
、
法
印
は
成

功
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
成
功
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
べ
き
か
。 
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そ
の
点
に
関
し
て
、
「
居
杭
」
の
占
い
を
思
い
出
そ
う
。
「
居
杭
」
の
陰
陽
師
も
「
呪

ひ
男
」
の
法
印
も
、
ま
ず
「
手
占
」
を
行
な
い
、
し
か
る
後
に
「
算
置
」
を
行
う
。
占
い

の
手
順
が
ま
っ
た
く
同
じ
で
あ
る
。
ま
た
「
居
杭
」
の
陰
陽
師
も
「
呪
ひ
男
」
の
法
印
も
、

こ
の
第
一
段
階
の
「
手
占
」
に
は
成
功
し
て
い
る
。 

し
か
し
、
「
居
杭
」
の
陰
陽
師
は
、
第
二
段
階
の
「
算
置
」
で
失
敗
し
、
嘲
笑
の
対
象

と
な
る
。
主
人
公
の
い
ぐ
い
が
不
思
議
な
隠
れ
ず
き
ん
で
身
を
隠
し
、
居
所
を
占
う
陰
陽

師
の
占
い
が
当
た
っ
て
も
、
い
ぐ
い
が
そ
の
都
度
居
所
を
変
え
て
し
ま
う
の
で
、
結
局
成

功
し
な
か
っ
た
と
い
う
失
敗
で
あ
る
。 

こ
の
場
合
、
陰
陽
師
の
「
算
置
」
自
体
は
成
功
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の

上
手
を
行
く
い
ぐ
い
の
た
め
に
、
嘲
笑
の
対
象
と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
狂
言

の
世
界
で
は
、
た
と
え
通
力
が
自
在
で
あ
っ
て
も
、
最
終
的
な
結
果
が
悪
け
れ
ば
そ
の
権

威
を
喪
失
す
る
と
い
う
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
と
考
え
る
。 

「
居
杭
」
の
そ
の
後
に
は
、
陰
陽
師
に
よ
る
祈
祷
の
場
面
は
存
在
し
な
い
。
「
呪
ひ
男
」

の
そ
の
後
に
は
、
法
印
に
よ
る
祈
祷
の
場
面
が
存
在
す
る
。
そ
し
て
法
印
は
そ
の
祈
祷
に

失
敗
し
、
鬼
女
を
完
全
に
調
伏
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
「
居
杭
」
の
陰
陽

師
と
同
様
に
、
法
印
は
最
終
的
な
結
果
が
悪
か
っ
た
の
で
、
そ
の
権
威
を
失
墜
し
、
嘲
笑

の
対
象
と
な
っ
た
の
だ
と
、
わ
た
く
し
は
考
え
る
。 

た
と
え
嘲
笑
の
対
象
と
成
り
下
が
っ
た
に
し
て
も
、
陰
陽
師
も
法
印
も
、
あ
る
程
度
の

以
上
の
通
力
を
所
有
し
、
そ
れ
な
り
に
強
か
な
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
も
、
「
居
杭
」
と
「
呪

ひ
男
」
の
テ
ク
ス
ト
か
ら
読
み
取
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
両
人
の
権
威

を
失
墜
さ
せ
る
、
「
結
果
だ
け
が
問
題
と
な
る
」
と
い
う
、
現
代
日
本
の
成
果
主
義
的
発

想
に
も
通
じ
る
よ
う
な
狂
言
世
界
に
お
け
る
世
界
観
が
、
両
テ
ク
ス
ト
全
体
か
ら
窺
え
る
。 

注
二
十
二 

服
部
早
苗
、
「
児
童
と
文
学
」
、
『
岩
波
講
座
日
本
文
学
史
第
２
巻
九
・
一
○

世
紀
の
文
学
』
、
一
九
九
六
年
。 

注
二
十
三 

北
川
忠
彦
・
安
田
章
校
注
、
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
六
○ 

狂
言
集
』
、

小
学
館
、
二
○
○
一
年
。 

注
二
十
四 

野
々
村
戒
三
は
、
『
狂
言
総
覧
―
内
容
・
構
造
・
演
出
』
の
序
言
中
で
、
狂
言

の
稽
古
を
以
下
の
よ
う
に
回
想
し
て
い
る
。 

自
然
公
務
の
方
が
忙
し
く
な
っ
た
の
と
、
私
の
狂
言
の
小
謡
が
と
か
く
能
の
小
謡
に
な

り
が
ち
な
の
に
、
自
分
な
が
ら
呆
れ
て
い
た
の
と
で
、
狂
言
小
謡
の
稽
古
を
や
め
て
畢

っ
た
の
で
あ
る
。 

 

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
「
狂
言
の
小
謡
」
と
「
能
の
小
謡
」
が
、
は
っ
き
り
と
区
別
さ

れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
実
際
の
謡
い
方
の
問
題
で
あ
る
の
で
明
言
は
で
き
な
い
が
、
謡
い

方
一
つ
を
と
っ
て
も
、
両
者
の
間
に
、
ま
っ
た
く
別
の
世
界
観
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
示

唆
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
狂
言
の
上
演
を
考
え
る
際
、
テ
ク
ス
ト
の
読
解
に
終
始
す
る

こ
と
の
限
界
を
示
し
て
い
る
。
同
時
に
、
上
演
中
の
狂
言
役
者
の
所
作
や
、
詞
章
の
謡
い

方
で
、
テ
ク
ス
ト
自
体
が
化
け
る
こ
と
が
十
分
に
考
え
ら
れ
る
こ
と
も
示
し
て
い
る
。 
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